CASIO 


CASSIOPEIA 

DT -5200 シリ-ズ 

ファーストステップガイド 


このガイドは、 DT - 5200のアプリケーション開 
発者向けの開発ガイドブックです。 

DT - 5200と開発環境との接続手順、 

および DT - 5200のアプリケーションを開発す 
る上で必要となるカシオ提供の SDK に関する 
インストール方法やテスト方法について記載 
します。 



Ver. 1.08 








































ごを意 

•このソフトウェアおよびマニュアルの、一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 

• このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用することができます。 

• このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については、一切の責任を負いかねますのでご了 
承ください。 

•このソフトウェアの仕様、およびマニュアルに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがありま 
す。 

•このマニュアルの著作権はカシオ計算機株式会社に帰属します。 

♦本書中に含まれている画面表示は、実際の画面とは若干異なる場合があります。予めご了承ください。 


◎ 2010 カシオ計算機株式会社 

Microsoft , MS , ActiveSync , Active Desktop , Outlook , Windows , Windows NT , および Windows ロゴは、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 Microsoft 社の製品は、 OEM 各社に 、 Microsoft 
Corporation の100%出資子会社である Microsoft Licensing , Inc . によりライセンス供与されています。 



変更履歴 


バージョン 

日付 

へ '^シ 

説明 

0.90 

2005.11 


新規作成 

0.91 

2005.12 

3-2 

ExportSDK が必要ですを削除 



5-3 

LANActiveSync は ActiveSync4.0 が上ではサポートされて 
いません。 

0.92 

2005.12 

14 

DT- 5200 をご使用の上の注意事項を追加 

1.00 

2006.07 


Visual Studio 2005 について記載を追加 




2006.12 


2007.03 




2007.08 


2007.10 





2008.12 


51-70 


66-70 


11 , 

49-54 

40 

49 

55-74 

60 

55-74 

10 - 21 , 

58-73, 

80-93 


80-97 


101 


モデルぶを VA 携 


モデルぶを VA 機《にイ I ： 


23 

HA-D62IO 利用法を追記 

28 

無線 LAN 使用方法を修正 

E 


必要なハードウェアに RAM サイズを追加 


ハンドベルト、 CF 力'ードジャケット、トリガ'ーグリップを追加 

6 

ActiveSync3.8 の記述を削除 

44 

システムの安定化に"サービスパック"、ソモリ"の項を追加 

46-47 

サポートサービスをホンラインサポートサービスに変更 

7-13 

DT-5200 ExportSDK のインストール手順を追加 

14-16 

CAB ファイルのインストール手順を追加 

画 


必要なシステムを追カロ 

56 

サンプルプログラムに lmage 「 Lib2、MoSpk を追加 

70 

サンプルプログラムに lmage 「 Lib2、MoSpk を追加 

55- 

98 

デバイスエミュレータを追加 

10 

必要なソフトウェアに Windows Mobile デバイスセンターを 
追加 

11 

アプリケーション開発環境の構築手順を追加 

19-22 

オンラインヘルプのインストールを追加 


Visual Studio 2005 の図を相 


Visual Studio.NET 2003 の図を追加 


0 S の違いによる接続ツールの種類を明記 


Windows Mobile Device Center の接続を追加 


IDE の図をィ[ 


システム ライブラリを使用した プログラミングに ++ ) を追加 


第1章に、「ライブラリの構成」「マニュアルの構成」「サンプ 
ルプログラム」を追加 

基本開発キットのインスト'ール手順を、「基本開発キットの 
PC へのインストール」と「開発環境の準備」に分割して変更 
無線 LAN の使用方法を「 PC との接続. I の章に吸収 
CAB ファイルの構成を変更 
「デバイスエミュレータ I の章の配置と構成を変更 
デバイスエミュレータ起動時の、オーディオデバイスの制 
約を削除 

I/O シミュレータの画像と起動方法を変更 
開発プラットフォームに Visual Studio 2008 を追加 


Visual Studio 用の例題プログラムを変更 


オンラインサポートサービスの 画像を差替 

























































1.07 


2010.05 


9,10, サポート OS の追加 (Windows 7 / Windows Server 200 8) 
23, 24, 

33_ 

12 Windows Vista ジ^ 降の OS に ExportSDK を インストールす 
る場合の注意点を追加 


56 Windows Vistai^X降のOSでデバイスエミュレータを使用す 

る場合の注意点を追加 











目次 


1. 概要 . 1 

1.1 機器仕様 . 1 

1.2 ライブラリの構成 . 3 

1-3 マニュアルの構成 . 4 

1.4 サンプ J レプログラム . 5 

2 - アプリケーシヨン開発要件 . 6 

2.1 必要なプログラミング知識 . 6 

2.2 必要なハードウェァ . 7 

2.3 必要なシステム . 9 

2.4 必要なソフトクェ了 . 10 

3. 基本開発キットの PC へのインス!-ール . 11 

3-1 アプリケーション開発環境の構築手順 . 11 

3.2 DT- 5200 ExportSDK のインス!ル . 12 

3.3 ライブラリのインス! J レ . 20 

3.4 オンラインへ J レプのインス! J レ . 21 

3.5 サンプルプログラムのインス!ル . 22 

ん I/O ボックスの接続 . 23 

5. PC との接続 . 24 

5.1 ActiveSync の接続 (USB). 25 

5.1.1 初めて ActiveSync をインス! — ルする場合 . 25 

5-1.2 すでに ActiveSync がインストールされている場合 . 30 

5.2 Windows Mobile Device Center の接続 . 34 

5.2.1 操作方ま . 34 

5.2.2 Windows Mobile Device Center のバーンヨン . 35 

5.3 IrDA による接続 . 36 

5.4 Bluetooth による接続 . 38 

5.5 ActiveSync の接続 (LAN). 39 

5-6 無線 LAN による接続 . 40 

5.7 イーサネットによる接続 . 45 

5.8 PC の共有ドライブへのアクセス方法 . 47 

5-9 Visual Studio.NET 2003 からの TCP/IP との接続方法 . 48 

6- 開発環境の準備 . 49 

6.1 CAB ファイルのインス!ル . 49 

6.2 eMbedded Visual C++4.0. 52 

6.3 Visual Studio 2005 .53 

6.4 Visual Studio.NET 2003 .54 

7. デ/《イスエミュレータ . 55 

7.1 必要なソフトクェ了 . 58 

7.2 デ/《イスエミュレータの起動 . 60 

7-2.1 デバイスエミュレータの起動方法 . 60 

7.2.2 I/O シミュレータの起動方ま . 62 

7-2-3 ActiveSync との接続 . 63 

7.3 デバイスエミュレータの使用方法 . 67 

7.3.1 DT- 5200 エミュレータ . 67 

7.3.2 I/O シミュレータ . 68 

7.4 アプリケーシヨンのデ/《ッグ . 72 

7A1 ビルド構成の設定 . 72 

7 ■ん 2 アプリケーションのデ/《ッグ . 72 



















































8. eMbedded Visual C ++ による開発 .75 

8.1 テストプログラミング . 75 

8.2 システムライブラリを使用したプログラミング . 77 

9. Visual Studio (こよる開発 . 80 

9.1 システムライブラリを使用したプログラミング ( VB . NET ). 81 

9.2 システムライブラリを使用したプログラミング ( C #). 87 

9.3 システムライブラリを使用したプログラミング ( C ++). 93 

10. 自動復旧 . 98 

11. システムの安定化 . 99 

11.1リセット運用 . 99 

11.2 サービスパック . 99 

11.3 メ刊 . 99 

12. 参考 . 100 

13. テク ニ カ J レインフ オメーシヨ ン•ナンラインサポートサービス . 101 

14. トラブ J レシューテイング . 103 

15. DT - 5200をご利用上のミ主意事項 . 104 

15.1 仕様 . 104 

15.2 制約 . 106 






















1. 概要 

本書は、 DT - 5200のアプリケーション開発者向けの開発ガイドブックです。 

DT - 5200と開発環境との接続手順、および DT - 5200のアプリケーションを開発する上で必要となるカシオ 
提供の SDK に関するインストール方法やテスト方法について記載します。 

DT -5200 はパワフル、かつ多彩な機能を搭載した機種の一つであり、特に小売業/物流業/，強車場/医 
療関連をはじめとする分野での運用に適しています。 

1.1 機器仕様 


DT - 5200の仕様をが下に示します。 

機器仕様 



DT - 5200 I 

CPU 


Intel ® PXA 270 520 MHz 

メモリ 

RAM 

64 MB /128 MB (ユーサ'領域:約 29 MB /52 MB ) 


F - R 0 M 

128 MB (ユ-サ''領域: 60 MB ) 

OS 


Microsoft ® WindowsCE ®5.0 日本語版 

表示 

サイズ 

3.7 inch 


ド'ソト 

480 X 640 ( VGA / QVGA 表示切替え可能） 


方式 

カラー半透過型 TFT 液晶 

レーザスキャナ部 

読み取りコード 

EAN 、 EANaddon 、 JAN 、 JANaddon 、 UPC - A / B 、 
UPC - A / Baddon 、 UPC - E 、 UPC - Eaddon 、 Code 39、 

NW -7 、Interleaved 2 of 5, Industrial 2 of 5、 

Code 93、 Codel 28、 MSI 、 lATA 、 RSS -14 、RSS 

Limited、RSS Expanded 


読み取り距離 

約 40 mm 〜 300 mm な内 

赤外線通信ポ'ート 

インターフェース 

IrDA Ve 「1.3 準拠 


同期方式 

譲歩同期、フレーム同期 


伝送速度 

4 Mbps まで ( MAX ) 

Bluetooth ® 通信 

通信方式 

Bluetooth ® Specification Ver .1.2 
(2.0 + EDR : D バージョンモデル） 


通信距離 

約 3 m (電波の状態や環境により変化します） 


出力 

最大 3 dBm ( PowerClass 2) 

無線通信 

標準規格 

IEEE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802.1 Ig 準拠 

( DT - 5200 M 50 S 

拡散変調方式 

DS : 802.1 lb 

/50 SC /60 S /60 SC ) 

*3 


DS / OFDM : 802.1 Ig 

無線周波数 

802.11 b :2400 〜2.497 GHz 

802.11 g :2400 〜2.4835 GHz 


伝送速度 

802.11 b:llMbps まで 

802.11 g ：54 Mbps まで 


伝送距離 

屋内 50 m 、 屋外 150 m 

( 使用環境や伝送速度により変化します） 


チャンネル数 

802.11 b : 14 ch (うち同時使用4チャンネル） 

802.11 g : 13 ch (うち同時使用3チャンネル） 


出力 

10 dBm 


その他機能 

複数のアクセスポイント間でのローミング機能 


続く 





















DT - 5200 

CCD カメラ 

( DT - 5200 M 50 C / M 50 SC / M 60 C / M 60 SC )*3 

約100万画素 

電源 

メイン電源用 

標準充電電池パック： HA - D 20 BAT 
大容量充電池パック： HA - D 21 LBAT 

バックアップ電源用 

リチウム充電池パック（内蔵） 

消費電力 

DC 1.8 A : M 50 S , M 60 S 

DC 1.9 A : M 50/ M 50 SC , M 60/ M 60 SC 

DC 2.0 A : M 50 C , M 60 C 

電池寿命 

メイン電源用 

DT - 5200 M 50/ M 50 C り 

DT - 5200 M 60/ M 60 C *3 
約 11 時間 ( HA - D 20 BAT )* 

約 22 時間 ( HA - D 21 LBAT )* 

DT - 5200 M 50 S // M 50 SC *3 

DT - 5200 M 60 S / M 60 SC *3 
約 11 時間 ( HA - D 20 BAT )*! 

約 22 時間 ( HA - D 21 LBAT )*! 

約 10 時間 ( HA - D 20 BAT )*2 
約 20 時間 ( HA - D 21 LBAT )*^ 

バックアップ電源用 

データ保持 10 分(メイン電池がない場合） 

動作温度 

-10 〜50で 

動作湿度 

10〜 80 o / oRH (結露なきこと） 

落下強度 

1.2 m 

防水防塵性能 

JIS 防沫形準拠、1 EC 529 IP 54 準拠 

《コネクタなどのカバーはすべて閉めた状態 

大きさ 

約幅82 X 奥行き166 X 高さ 23 mm 

(突起部は含まず） 

質量 

約 290 g (標準充電池パックを装着時） 

バイブレータ機能 

ソフトウェアの設定により使用可 

《1 CPU スピード設定が自動パワーセーブモー 

ドでバックライト OFF 、 待機:演算:スキャンが20:1:1の 


場合 

《2 CPU スピード設定が自動パワーセーブモードでバックライト OFF 、 待機:演算:スキャン:無線が20: 

1:1:1の場合 

《3規格値に関してシルバーモデルも同等です。 
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1-2 ライブラリの構成 


DT - 5200基本開発キットで提供される、ライブラリの一覧を«下に示します。 


表卜1 


ライブラリ《称 

概要 

C + + 

VB 

C # 

システムライブラリ 

システム動作の制御に使用します。 

〇 


レーザスキャナライブラリ 

レーザスキャナの制御に使用します。 

〇 

〇 

Bluetooth ライブラリ 

Bluetooth モジュールの制御に使用します。 

〇 

〇 

カメラライブラリ 

カメラモジュ'ールの制御に使用します。 

〇 

〇 

イメージャライブラリ 

2次元コードの読み取りに使用します。 

〇 


J PEG ライブラリ 

JPEG 画像の操作に使用します。 

〇 

— 

FUNK ライブラリ 

PC や他の端末とのファイル転送に使用します。 

〇 

〇 

音声出カライブラリ 

数値文字列の音声出力に使用します。 

〇 

— 


《 DT - 5200にデバイスが未搭載のため、プリンタライブラリ、イメージャライブラリ、 WANGPRS ライブラリ、 


MCR ライブラリの関数を巧び出すと 、 FUNCTI ON_UNSUPPORT (未サポートエラー）が返ります。 
《上の表では、下記の略語を使用しています。 

C ++ : Visual C ++ 

VB : Visual Basic.NET 

C # : Visual C # 

〇 :サポートしています 

一 :サポ'ートしていません 


ダイナミックリンクライブラリの《称は下記のとおりです。 

表卜2 


ライブラリ《称 

ダイナミックリンク 
ライブラリ 

ダイナミックリンク 
クラスライブラリ （. NET 用） 

システムライブラリ 

SystemLib.dll 

SystemLibNet.dll 

レーザ スキャナライブラリ 

OBReadLib.dll 

OBReadLibNet.dll 

Bluetooth ライブラリ 

BluetoothLib.dll 

BluetoothLibNet.dll 

カメラライブラリ 

CameraLib.dll 

CameraLibNet.dll 

イメージャライブラリ 

lmagerLib.dll 

lmagerLibNet.dll 

J PEG ライブラリ 

J pegCe.dll 

なし 

FUNK ライブラリ 

FlinkLib.dll 

MoFlinkLib.dll 

音声出カライブラリ 

MoSpk.dll 

なし 




































1-3 マニュアルの構成 


DT - 5200基本開発キットで提供される、マニュアルの一覧を«下に示します。 


表 1-3 DT - 5200マニュアル 


《称 

概要 

ファーストステップガイド 

本書。 

ハードウェアマニュアル 

DT -5200 およびオプション製品のハードウェア仕様です。 

ソフトウェアマニュアル 

DT - 5200に搭載されているソフトウ卫アの機能仕様です。 


表 1-4 ライブラリマニュアル 


ぶ称 

概要 

C + + 

VB 

C # 

システムライブラリマニュアル 

システムライブラリの関数仕様です。 

〇 

〇 

レーザスキャナライブラリマニュアル 

レーザスキャナライブラリの関数仕様です。 

〇 

〇 

Bluetooth ライブラリマニュアル 

Bluetooth ライブラリの関数仕様です。 

〇 

〇 

カメラライブラリマニュアル 

カメラライブラリの関数仕様です。 

〇 

〇 

イメージャライブラリマニュ了ノレ 

イメージャライブラリの関数仕様です。 

〇 

〇 

JPEG ライブラリマニュアル 

JPEG ライブラリの関数仕様です。 

〇 

— 

FUNK ライブラリマニュアル 

FUNK ライブラリの関数仕様です。 

〇 

〇 

音声出カライブラリ 

音声出カライブラリの関数仕様です。 

〇 

— 


《上の表では、下記の略語を使用しています。 

C ++ : Visual C ++ 

VB : Visual Basic.NET 

C # : Visual C # 

〇 :サポートしています 

一 :サポ'ートしていません 





4 サシプルプログラム 

DT - 5200基本開発キットで提供される、サンプルプログラムの一覧を«下に示します。 


表 1-5 サンプルプログラム 


フォルダ《称條） 

概要 I 

デバイス制御サンプル I 


BLUETOOTHLIBSAMPLE 

Bluetooth プリンタと接続し、データを巧字させます。 


CAMERALIBSAMPLE 

カメラによる撮影と画面表示を行レ、ます。 


IMGLIBSAMPLE (^) 

現在のイメージャ設定ファイル条件で、コードを読取ります。 


IMGUBSAMPLE 2(《） 

カメラを使用して、コードを読取ります。 


OBRLIBSAMPLE 

バーコード読取りのデモを行います。 


PRNLIBSAMPLE (^) 

プリンタに印刷を行 V 、ます。 


SYSTEMLIBSAMPLE 

LED やブザーを操作します。 

J PEG サンプル I 


JPEGSAMPLE 

J PEG ファイルをデコードし、画面に表示します。 I 

FUNK サンプル I 


FLINKLIBSAMPLE 

Flink プロトコルを利用し、2台の端末で赤外線通信をします。 | 

音声出カサンプル I 


MOSPKSAMPLE 

数値を音声で出力します。 I 


《実際のフホルダぶの未尾には、プログラミング言語を示す2文字が付加されています。 

VC : Visual C ++ 

VB : Visual Basic.NET 

CS : Visual C # 

《 DT - 5200にデバイスが未搭載のため、 IMGUBSAMPLE、 I MGU BSAMPLE 2、 PRNLIBSAMPLE フオル 

ダのサンプルは、使用できません。 





2. アプリケーション開発要件 
2.1 必要なプログラミング知識 

DT - 5200のアプリケーションを開発するためには、が下のいずれかの開発言語によるプログラミング技術 
が必要です。 

• Visual C + + 

• Visual Basic.NET 

• Visual C # 


C 言語で作成されたアプリケーションは、ネイティブ環境で動作するため、高速動作が可能です。 

対して 、 Visual Basic 、 C # で開発されたアプリケーションは、マネージコードのため、多少動作が遅くなりま 
す。 


さらに、が下の技術知識があることが望ましいです。 

• Windows CE (PocketPC 含む） 

• ActiveSync 

• Active Server Pages , Web プログラミング 

• SQL Server、SQL Server CE Edition 

• その他ネットワ'ーク関連 
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2.2 必要なハードウェア 


[DT-5200] 


モデル 

レーザー 
スキヤナ 

通信 

カメラ 

イメージ 

デコーダ 

CF カード 
ジャケット ※ 

RAM 

サイズ 

Bluetooth 

802.1 lb 
802.1 Ig 

DT-5200M50/M55 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

64M 

DT- 5200 M50C/M55C 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

DT- 5200 M50S/M55S 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

DT- 5200 M50SC/55SC 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

DT-5200M60/M65 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

128M 

DT- 5200 M60C/M65C 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

DT- 5200 M60S/M65S 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

DT- 5200 M60SC/65SC 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

DT- 5200 M50D/M55D 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

64M 

DT-5200M50CD/M55CD 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

DT-5200M50SD/M55SD 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

DT-5200M50SCD/55SCD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

DT- 5200 M60D/M65D 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

128M 

DT-5200M60CD/M65CD 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

DT-5200M60SD/M65SD 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

DT- 5200 M60SCD/65SCD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 


《 CF カードジャケットは別売りオプション 


[充電おパック] 

• HA - D 20 BAT 

• HA - D 21 LBAT 


[デュアル充電器] 

• HA - D 32 DCHG 

• AD - S 4212 0 A 


(標準充電池パック） 
(大容量充電池パック) 


(デュアル充電器） 

(デュアル充電器/ I / O ボックス AC アダプタ) 


晴〈だけ充電器パック] 


• AD - S 15050 A 

• DT -380 USB 

• HA - D 50 BN 


(置くだけ充電器 AC アダプタ) 
(ケーブル） 

(ベントアタッチメント） 


• HA - D 95 HB 


(ハンドベルト) 


• HA - D 94 CFU ( CF カードジャケット)※ 

• HA - D 51 TG (トリガーグリップ） 

《拡張用ポート付きモデル ( DT - 5200 M 50、 DT - 5200 M 50 C ) のみ対応 
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2.3 必要なシステム 


曰本語オペレーティングシステム 

Microsoft Windows 2000 Professional Service Pack 4 が上 
または Microsoft Windows 2000 Server Service Pack 4 ジ^上 
または Microsoft Windows XP Professional Service Pack 4 上 
または Microsoft Windows 2003 Server Service Pack 1 ジ^上 
または Microsoft Windows Vista (Business / Ultimate ) 

または Microsoft Windows 7 
または Microsoft Windows Server 2008 


コンピュータ本体 

Pentiumm IGHz 相当が上のプロセッサを搭載したパーソナルコンピュータ 

( PC - 9800 / PC -9821 シリーズには対応しておりません） 


メモリ 

256 MBi ^ 上 (512 MB 上を推奨) 


ハードディスク容量 

200 MB 上の空き容量 

(必要なハードディスクの空き容量はお使いのシステムの環境、およびインストールの方法によって異なり 
ます。カスタムインストールを実行する場合、選がするオプションによって、必要となるハードディスクの容 
量も異なります。） 
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2-4 必要なソフトウェア 

DT - 5200のアプリケーションを開発するためには、 Microsoft 社の開発プラットフォームと通信ソフトが必要 
です。 


開発プラッロオーム 


開発言語 

開発プラットフホ'ーム 

Visual C ++ 

Microsoft embedded Visual C ++ Version 4.0 + SP 4 (※: 1) (《2) 

Microsoft Visual Studio 2005 + SPl な降 

Microsoft Visual Studio 2008 + SPl が 《 降 

Visual Basic.NET 
Visual C # 

Microsoft Visual Studio.NET 2003 + SPl (《3) 

Microsoft Visual Studio 2005 + SPl が > 降 

Microsoft Visual Studio 2008 + SPl な降 


《 1 .Microsoft eMbedded Visual C ++ 4.0 は、下記 URL よりダウンロードできます。 
http :// www . microsoft . com / japan / msdn / vstudio / device/evc download.aspx 

《 2. Microsoft eMbedded Visual C ++ 4.0 SP 4 は、下記 URL よりダウンロードできます。 
http :// www . microsoft . com / japan / msdn / vstudio / device / evc 4 SP 4 .aspx 

《 3. Visual Studio .NET 2003を使用する場合は 、 Windows CE Utilities for Visual Studio .NET 2003 
vl . l も必要です。下記 URL よりダウンロードしてください。 
http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx 7 Familyl D =7 ec 99 ca 6-2095-4086- b 0 cc -7 c 6 
c 39 b 28762 & displaylang=ja 

通信ソフト 

• Microsoft ActiveSync (Windows XP またはそれが前の OS の場合） 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx 7 Familyl D =6 b 6 ae 681-5 bf 9-48 af - b 6 f 9- f 382 
70741 f 6 a & displaylang=ja 

• Microsoft Windows Mobile Device Center 6.1 (Windows Vista 降の OS の場合） 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx 7 familyicN 46 F 72 DFl - E 46 A -4 A 5 F - A 791-09 

F 07 AAA 1914& displaylang=ja 
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3. 基本開発キットの PC へのインストール 
3.1 アプリケーション開発環境の構築手順 

DT - 5200基本開発キットを使用して、アプリケーションを作成する手順を«下に示します。 

(1) 開発プラットフオームのインストール 

PC に、 Microsoft 製の開発プラットフホームをインストールします。 

DT - 5200基本開発キットは eMbedded Visual C + +、 Visual Studio 2008 、 Visual Studio 2005、お 
よび 、 Visual Studio .NET 2003に対応しています。 

詳細については、 「2.4 必要なソフトウェア」 を参照してください。 

(2) 基本開発キットの PC へのインストール 

PC に、カシオ製の ExportSDK をインストールします。 

また、必要に応じて、カシオ製のを種ライブラリをインストールします。 

インストール方法については、「3.2 DT- 5200 ExportSDK のインス!ル」 を参照してください。 


(3) PC との接続 (ActiveSync または Windows Mobile Device Center のインス!ル） 

PC と DT - 5200 を接続します。 

PC に、 Microsoft 製の ActiveSync (Windows XP および XP が前の OS の場合）、または Windows 
Mobile デバイスセンター （Windows Vista の場合）をインストールします。 

接続方法については、 「4 i ン〇ボックスの接続」 および 「5 i PC との接続」 を参照してください。 

(4) アプリケーション開発の準備 

PC から、カシオ製ライブラリの DT - 5200 への転送等を行います。 

操作方法については、 「6 i 開発環境の準備」 を参照してください。 

(5) デバイスエミュレータの準備 

PC で、カシオ製の DT - 5200 デバイスエミュレータが利用できるように準備します。 

操作方法については、 「7 i デバイスエミュレータ」 を参照してください。 

デバイスエミュレータが必要でない場合は、 （6) へ進んでください。 

(6) アプリケーションの開発 

(1) の開発プラットフォームを使用して、アプリケーションを開発します。 

開発したアプリケーションは、 （3) のツールを用いて、実機あるいはエミュレータに転送し、動作を確 
認します。 

操作方法については、「8. eMbedded Visual C++ による開発」 および「9.. Visual Studio による開発」 

を参照してください。 
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3.2 DT - 5200 ExportSDK のインス!ル 


《 DT - 5200 ExportSDK をインストールする前に、「2.4 必要なソフトウェア」 に示したソフトウェアをあらか 
じめお手持ちの PC にインストールしておいてください。 

《 DT - 5200基本開発キットの Ver . l . xx をご利用になっていた方は、 Ver . 2. xx をインストールする前に、 
Ver .1. XX をアンインストールしてください。アンインストール後に、ジ^下のフホルダにファイルが残って 
いる場合は、手動でファイルを削除してください。 

C:¥Program Files ¥ CASIO¥MBSYS 
C:¥Program FilesVWindows CE Tools ¥ wce 500 


Windows ^5ね1^>1降の05を使用する場合 

Windows Vista な降の OS (Windows 7 、 Windows Server 200 8) を使用する場合は 、 ExportSDK をイン 

ストールする前に、ユーザアカウント制御をオフに設定してください。 

• Windows Vista および Windows Server 2008を使用する場合 

コントロールパネル > ユーザアカウント > ユーザアカウント制御の有劾化または無効化を選が 

し、" ユーザアカウント制御 ( UAC ) を使ってコンピユータの保護に役立たせる" のチ卫ックを外してくだ 

さい。 

• Windows 7を使用する場合 

コントロールパネル > ユーザ アカウント > ユーザ アカウント制御設定の変更を選がし、 "コン ピュ 

-夕に対する変更の通知を受け取るタイミングの選択" を" 通知しない" に設定してください。 
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起動画面 


「 DT - 5200 日本語版基本開発キット」 の CD - ROM を PC のドライブに挿入すると、自動的にが下のメニこ 
一画面が起動します。 


《画面中のバージョン番号は、お手持ちのインストール CD によって異なります。 


「 インストールー 覧」をクリックしてくださレ、 


Ltd All rights reserved. 


2007-200S CASIO COMPUTER C 
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インストールの選択 

インストール対象を選択します。 



<ソフトりエア照おキット> 


DT-5200 ExDjprtSDK 


3 Install j 


DT-5200 基本開発キット 

■■- Install 


閉歧 


< Microsoft eMbedded Visual C++ をご巧用のおぎなへ > 


CASIO DT-5200 




J for Microsoft eMbedded Visual 


Microsoft eMbedded Visual C++ を利用して DT- 日 20 日用アブリケーンヨンの闆满を巧うためのラ 
イブラリです。 


< Microsoft Visu al Studio 200 3 をご 利用の おをな へ > 

巧 CASIO DT-5200 某本開発 キッ トライブラリ for Mfcroso け Visual Studio | っ。。 
2003 2 り日 


Microsoft Visual Studio 2003 を利用して DT- 5200 巧アブリケーシ a ンの問発をちうためのライブ 
ラリでず。 


《画面中のバージョン番号は、お手持ちのインストール CD によって異なります。 


rDT -5200 ExportSDKj をクリックしてください。 

セットアップウィザードが起動します。 

《ライブラリ、開発環境アドイン等については、必要に応じてインストーラの指示に従ってインストールし 
てください。ライブラリを DT -5200 にインストールする手順は「6.1 CAB ファイルのインストール」 を参照 
してください。 

《本インスト'ーラの末尾に、 DT -5200 用サ'ービスパックおよびツ'ーノレのダウンロ'ードサイトへのリンクがあ 
ります。必要に応じて、アクセスしてください。 
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インストール手順 

(1) セットアップウイザードの開始 

セ外アップウイザードの關始画面を表示します。 



「次へ(が >」 をクリックしてください。 

(2) 使用許諾契約書の確認 

使用許諾契約書に記載されている使用許諾契約内容を確認してください。 


DT 75200 SDK 枉おを託巧めま 


怯巧をま贾約ま 

下の巧吊 i 午目ち契約まじ記献された内容が主意しても1売みにむった上で、質的美ちじ 
同意されるかどうかを遇おしてください。 


こののトウIアをか)トアッブするには、巧捕午 i を契約まじ同意するぶ要げあ口ます。借で巧捕午 
连飄内まをを賠するには、この函面で阿刷]ボ也■をウリッウして内容を EP 刷するか、むストール 
後にターヴットイ：/ストールディレウトリ巧の 'MSFT_SDK_EULA_l04l.rl:F' つァイルから韋目写すること 
ができます。また、. こ加ま踊牛 i ち契のまは、わ貫い上げけよった国のマイ加ソ7卜子会址こご速な 
いただくか、または诚加主肺こま面こてご庙ないただけれは人手することもできます。 

干I日 1- 日日33をを i だ法な区苦斬-日日 -1 苦 t 即 A ピルディ：パ)'マイ加のトアジアリミテッド 



7イクロ V つトソつトウ： c ア枉巧をま巧巧ま 

IVnCROSOFT CUSTOM SOFTWARE DEVELOPMENT KIT FOR 
WINDOWS CE5.0 

( lU 下「7イクロソフトカスタム SDKJ と LU 1 ます） 


PageDown 单一を巧ってスウ□ールしてくだざし、 
〇 同意する(の 货 同意しない物 


[ En 刷の I 


[ <おるを）]け A 化い J I キザシたル I 
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(3) 使用許諾契約内容の同意 

使用許諾契約書の内容を確認し、「 同意する (が」をチェックします。 


巧 IDT- 日別 TO SDK ほ巧許註異のま 


该巧を註巧めま 

盤1«»»瞧，して 創組た お 誠に 因 


zmi 所 e 7 ちむトアッブするじ巧、巧風午ち热巧に间《す衣ぶ巧湖口まん@で W 巧 I 车 
圍殺約まちを昭する口んこの困あで[郎"ポ也を州がして内宮湖け棘、イシストル 
t — ■ 一 'りトリ巧の W 5 FTJ 5 DK ： ぶ JIA 」04 いげ‘スイル把ホ目巧るこヒ 

概勺さは、わ：1い上け城。を国が7イウのつ 卜 早を曲;ごな结 
面: てこ 巧紹 いな 巧 t れば入キオる ことら 梓ます。 


渐こ夕 ー ダウト インストールディ レりトリ 巧の W 5 FTJ 5 DK ぶ JIA 
ザでそまんまを、 この 巧曲午!ち巧 的 さは、 わ：1い上けじみつ:—. . _ 

C ホ だく か、または；ホのは巧にま面 Z てこ |巧紹 いな 巧 t れば入キオお: とら 梓 ま' 
Tl 51- eS 33 東京紀片 g 区ちみぶ -1 をが NA じげインジタイ加のトアジ？おテクド 


の巧の巧容じ巧してのすべての前の口頭または舌面による意 
足巧吊、巧果、表巧ぷりも巧ホして逊おぎれます t 


11 . 分 a 巧をなサボートサーピスに爾ずるマイクロソブトの 
ポジシーまたけブログラム巧み Ji が本興巧岳のを Ji とあみを巧 
をは、本契約をの美巧が巧巧されまず。 


t BtfliOown 卜 、 ほって スウ□ーホしてくたを、 

|@ 圈晋ザ!;避 ：) 同をしな化） 


I がなお 


\ <民妓か V (の; 


[か。忙I レ I 


「次へ ( M ) >」をクリックしてください。 

(4) ユーザ情報入力 

ユーザぶと 所属を入力します。 



「次へ ( N ) >」をクリックしてください。 
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(5) セットアップ種類の選択 

セ外アップの種類として「 カスタム」 または「 完全」 のどちらかを選がしてください。 

「カスタム」 を選がすると、セ外アップするコンポーネントを自由に選がし、必要なもののみを PC にセット 
アップすることができます。 

特に選がする必要のない場合は、 「完全」 を選がして、すべてのコンポーネントをセットアップしてくださ 

レ、。 



「 カスタム」 または「 完全」 を選がしてください。 

(6) インストール先フオルダ 

インストール先のフォルダを確認します。 



インストール先を変更する場合は 「変更 ( が…」 ボタンをクリックしてフホルダを指定します。 
「 次へ ( N )>」 をクリックしてください。 
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(7) インストール準備完了 



町 r - 日 zff 日 SOK セかアゥブ 


イシストールの巧®完了 
インストルを怖をすを ' Wji がて - 夕ま诚 * 



族掘離點兢拖觀 e 雜徽;«鬻擲認 

がします。 


J <11 る化） ])^ ィシストール〇 )]|| を t シセ 


「インストールリ)」 ボタンをクリックしてください。 
インストールを開始します。 

(8) インストール中 

インストールが始まると、進行状況を表示します。 
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(9) セットアップ終了 

セ外アップが終了すると、セットアップ完了画面を表示します。 



「終了の」ボタンをクリックしてください。 

これで、 DT - 5200 ExportSDK をご使用になるための準備が整いました。 
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3.3 ライブラリのイシストール 


DT- 5200で動作するを種のライブラリは、下記の開発プラ外フォーム別に用意されています。 


• Microsoft eMbedded Visual C++ 4.0 

• Microsoft Visual Studio .NET 2003 

• Microsoft Visual Studio 2005 

• Microsoft Visual Studio 2008 


「インストールー覧」の画面から、お使いの開発プラットフホームに合わせてインストールしてください。 

《ライブラリを DT- 5200にインストールする手順については、「6.1 CAB ファイルのインストール」を参照し 
てください。 

《 Visual C++ 用のヘッダーファイルけ .h) とインポートライブラリファイルけ .lib) は、下記のフォルダにイ 
ンストールされます。 

ヘッダーファイル C:¥Program Files¥CASIO¥MBSYS¥include 

インポートライブラリファイル C:¥Program Files¥CASI0¥MBSYS¥lib¥ARMV4l 

VisualStudi 02005を使用して Win32 アプリケーションの開発を行う場合には、「ツール 任)」 >「オプ 
シヨン (9) …」メニューの「プロジェクトおよびソリユーシヨン」> 「VC++ ディレクトリ」で、プラットフ ホーム 
「DT- 5200 (ARMV4I)」 に、上記フォルダを登録してください。 

《 Visual Basic.NET、Visual C# 用のクラスライブラリ DLL ファイルけ. dll) は、下記のフォルダにインストー 
ルされます。 

C:¥Program Files¥CASIO¥MBSYS¥WindowsCE 

《ライブラリを PC にインストールすると、ヘルプファイル(コンパイル済み HTML ヘルプ)も同時に、下記 
のフォルダにインストールされます。 

C:¥Program Files¥CASIO¥MBSYS¥HELP 


ヘルプファイルは、[スタートメニュ ー] 一[すべてのプ□グラム]一[カシナ基本開発キット]一[ヘル 

プ]から参照できます。 

菌 Bluet 。。 化ライプラリ AJ レブ 
菌 FLINK ライプラリ AJ け 
盧 JPE 的イプラリ AJ け 
唐*イイ-如ライプラリ W け 
唐*カイラライプラリ AJ け 
システムライプラリ AJ レプ 
唐*レ-ザス辛けライプラリ■^ルプ 
唐*音声化カライプラリ■^ルプ 


DT- 5200基本開発キットで提供される、ライブラリの一覧については、「1.2ライブラリの構成」を参照して 
ください。 
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3-4 オシライシヘルプのイシストール 


ライブラリと同時にインストールされるヘルプファイルとは別に、下記の開発プラットフォーム別のオンライ 
ンヘルプも用意されて V 、ます。 

• Microsoft Visual Studio .NET 2003 

• Microsoft Visual Studio 2005 

• Microsoft Visual Studio 2008 


「インストールー覽」の画面から、お使いの開発プラ外フォ'ームに合わせてインスト'ールしてください。 

インストール完了後に Microsoft Visual Studio を起動し、[ヘルプ]一[目次]を選がすると、追加された 
ヘルプファイルが確認できます。 
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3.5 サンプルプログラムのインストール 

「インストールー覧」の画面から、「参考サンプルソース」の項目を選がすると、 CD - ROM 内のサンプルプ 
ログラムフォルダが表示されます。 

サンプルプログラムは、開発プラ外フォーム別にフォルダが分かれています。 


開発プラットフホ'ーム 

フォルダ《称 

Microsoft embedded Visual C + + 

EVC 

Microsoft Visual Studio.NET 2003 

VS 2003 

Microsoft Visual Studio 2005 

VS 2005 

Microsoft Visual Studio 2008 

VS 2008 


お使いの開発プラットフォームに対応したフォルダを、 PC にコピーしてご利用ください。 

《サンプルプログラムのファイルには、「読み取り専用」属性が設定されています。ご利用の前に、必要 
に応じて、「読み取り専用」属性を解除してください。 


サンプルプログラムの内容については、「1.4サンプルプログラム」を参照してください。 
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4 -ン〇ボックスの接続 

I / O ボックスの電源は、別売の AC アダプタ ( AD - S 42120 A ) を使用してください。 
DT - 5200への電源は I / O ボックスから供給します。 

1. I / O ボックス背面の AC アダプタジャックへ、 AC アダプタを差し込みます。 



2. 電源コードを AC アダプタに接続し、電源コードのプラグをコンセントに接続します。 



3. I / O ボックス背面の切り替えスイッチを、使用するポートに合わせてセットします。 



A : USB 機器と接続するとき※ 
B : PC と接続する時 


※カシオ検証の USB 機器のみサポート 

《 HA - D 6210では USB 側にする 


4. USB ケーブルを I / O ボックス背面にある USB クライアントへ接続し、パソコンへ接続します。 
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5. PC との接続 


アプリケーションの開発を行うにあたり、 DT - 5200と PC を接続するために、 Microsoft 社の通信ツールを使 
用します。 

USB を使用する通信ツールは使用する OS によりツールが異なります。 

お手持ちの PC にあわせて、下記のツールをご使用ください。 

• ActiveSync (Windows XP および、それな前の OS ) 

Wndows XP および、それ«前の OS をご使用の場合は、 DT - 5200と PC を接続するために、 

ActiveSync を使用します。詳細については、「5.1 ActiveSync の接続 (USB)」 を参照してください。 
ActiveSync は下記 URL よりダウンロードできます。 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx 7 Familyl D =6 b 6 ae 681-5 bf 9-48 af - b 6 f 9 - 
f 3827074 lf 6 a & displaylang=ja 


• Windows Mobile Device Center(Windows Vista ジ《降の OS ) 

Windows Vista をご使用の場合は、 DT - 5200と PC を接続するために、 Windows Mobile Device 
Center を使用します。詳細については、「5.2 Windows Mobile Device Center の接続」を参照してくだ 
さい。 

Windows Mobile デバイスセンターは下記 URL よりダウンロードできます。 

http :// www . microsoft . com / japan / windowsmobile / prodinro / mobility.mspx 
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5.1 ActiveSync の接続 (USB) 

Windows XP および、それ « 前の OS をご使用の場合は、 ActiveSync を使用して、 DT - 5200と PC を接続し 
ます (Windows Vista な降の OS をご使用の場合は、「5.2 Windows Mobile Device Center の接続」を参照 

してください）。 

5.1.1 初めて ActiveSync をインストールする場合 


[ActiveSync のインス!—ル] 

はじめに PC に ActiveSync をインス 

トールします。 

Microsoft 社よりダウンロードした 
MSI ファイルを起動します。 



の姐 h く防 Ac お dSvnc ( R > 3.3 め t クトアヴブ 


ゎ為扣 巧 K ™ "ち 城，化で、ぉ曲が化口 

こ加,卜内ゴ0ィザ- 
が t P 


け-ド tO ! ふ;: 
* PC けンか, 


っ Tt ’ A め H り t 円な 

■ル 


tiWjt デ…灿ゎ卜 

励姑る械哉卿こ.欄^狐ぅ 


|| }*'\(»> 1 ，ザ ;/ tit 」 


[次へ ( W ] を押します。 



[次へ ( N )] を押します。 
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右図の状態で待機します。 



DT - 5200底面の端子と I / O ボックス 
の給電端子を合わせるようにしてか 
ら I / O ボックスの固定用フックに 
DT -5200 の固定部を合わせて装着 
します。 

DT - 5200を正しく装着すると I / O ボ 

ックス前面の電源表示用 LED が緑 
色に点灯します。 



DT -5200 を I / O ボックスに乗せると 
Plug & Play でドライバを要ホされま 
す。本開発キットの I / O ボックスドラ 

イノく " wceusbsh . inf " を指定します。 

" wceusbsh . inf ， は、 「 DT -5200 基 
本開発キット」のインスト^ール CD 
(¥ Setup ¥ ActiveSync ) にあります。 


I ■。〇 Pi ■口。： ra ぶ. ! 
いのががお f 讯 i のむ X 卜 A 

デザスおもが た巧かテが W がレづ州 シ巧"正レ:がユ师& 

出山 JLft わスト - J ル * S 

臂 

。 W 子" の A - のが T ががが巧な n り,？ 了凸 J みでザ J を W ■の " A で巧 
ジでん 打;叫 sw 巧レて巧 

な、 

tt * ぉ主も m " 脚、 

r 巧。;ド yH が 《 n すを"み。 

を 凹?•パイ础■巧^ iiRS ミして I 到卜把 み拙巧の 


け电の _[ ホ刪> ] _ゎシか」 
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[ドライバのインストール] 

場所を指定にチユックを入れ、[次 
へ ( W ] を押します。 


本開発キットの I / O ボックスドライ 

バ " wceusbsh . inf " をダウンロードし 
た場所を選択します。 


[次へ ( N )] を押します。 


続いて、 " wceusbsh . sys " を要ホし 
てきます。 ActiveSync をインストー 
ルしたフォルダを選択します。 


デフオルトでインストールされてい 
る場合、右図で指定しているフオル 
ダを指定します。 




巧が 

/、一円が 了け。^ 


a ®? 向 JUtft ド 



i ：^ 胆讯柯っ肌か也 


ド y パ WV スト■ルマな口.防り1ヴ巧 f 


—；! W が"がか wwi * けが!'*?!#" 


<B 古 a , Jj -扣巧’> I 軒ン tJt 」 
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完了を押します。 K 上でドライバの 
インストールは完了です。 



先ほど待機させた ActiveSync 画面 
より[次へ ( N )] を押します。 




接続が開始され、パートナーシッ 
プの設定画面が起動します。 
用途に応じて"はい"、"いいえ"を 
選択してください。 
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K 上で接続完了です。 



[使用上のご注意] 

• USB インターフェースのスイッチを切り替えるときは、必ず DT - 5200を I / O ボックスから外してくださ 

い。 

• I / O ボックスの給電端子は絶対にショートさせないでください。ショートさせると故障の原因となります。 

• USB インターフェースでの通信中に振動や衝撃を与えないでください。通信が切れる原因となりま 
す。 

• DT - 5200を装着する際は、 I / O ボックスの固定用フックにしっかりと装着し、 I / O ボックス前面の電源 
表示用 LED が緑色に点灯していることを確認してください。正しく装着されないと、充電や通信が行え 
ません。 
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5.1.2 すでに ActiveSync がインストールされている場合 


[ActiveSync の USB 接続を無効にする ] 


ActiveSync の[ファイル]一[接続設 

定]を開きます。 


" USB 接続をこの PC で有効にする" 
のチェックを外します。 


DT -5200 側の コントロールパネルで 
" PC との接続"を選択します。 

[接続方法の変更]画面にて、 PC と 
の接続が " USB Defaul ドとなってい 
ることを確言忍します。 

"USB Defaul ドになっていない場合 
は、接続ホ法を " USB Default " に選 
択し、 [0 K ] ボタンを押下して 
ください。 
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DT -5200 を I / O ボックスに乗せると 
Plug & Play でドライバを要ホされま 
す。本開発キットの I / O ボックスドラ 

イノく" wceusbsh . inf " を指をします。 

" wceusbsh . inf ， は、 「 DT -5200 基 

本開発キット」のインストーノレ CD 

(¥ Setup ¥ ActiveSync ) にあります。 


[ドライバのインストール] 

一覧から選択するを選び[次へ ( M )] 
を押します。 




場所を指定にチユックを入れ、[次 
へ ( N )] を押します。 





わが7バル町 B 正 

の " 7 H ルちどこで。おゴ，が 



細、-内"み WMJF を f パ WMrtfc * 


を 


この:む4上。円み S f - が一巧が fflra がだががのド 5^" 巧ホはも 


が巧がレて 

田古 

厂わ- 岡 = nFm ~ K で那 
广 C 卜 ROM f >け0 
F *咐> 料 
「 Mb[«aH WhdwK 


<a を。？ _[ 々パが > I 一甲中ン CJt 」 


本開発キットの I / O ボックスドライ 

バ " wceusbsh . inf " をダウンロードし 
た場所を選択します。 


れ - J :. V 、- KJiF のなお^- 


ゴ 巧す ^:; 卜 f ィ WS 版诚ドでぶん 


OK I 

中サンたル I 


が S お你もの北-元牺 

「の阻。 ,i 必 .. | 


31 












































続いて、 " wceusbsh . sys " を要ホして 
きます。 ActiveSync をインストールし 
たフォルダを選択します。 



デフオルトでインストールされている 
場合、右図で指をしているフォルダ 
を指定します。 


お仙がと S 


I CE ActrY #3 >nc Mtdia J 巧？ rfj レ ■ nciitfbd ' ysyt ' 


リイがなを入わして、[日口古みがしなが 


KiT 透 ! 

_ 0K _I 

甲サンたル」 


] ビ-モむ 

卜 化ホ am hb が MfiNBO" 山:巾，みがィル iws ― 3 I ;… 料を … n 


完了を押します。 K 上でドライバの 
インストールは完了です。 



ドライバのインストールが完了したら、先程行った、 ActiveSync の USB 接続無効の設定を 
有効に直します。 

再度設定したあと、 DT - 5200を一旦 I / O ボックスから外し、再度 I / O ボックスに置き直して 
ください。 
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接続が開始され、パートナーシップの設定画 
面が起動します。 

用途に応じでおい"、"いレ、え"を選択してく 
ださい。 



• K 上で接続完了です。 



[使用上のご注意] 

• USB インターフェースのスイッチを切り替えるときは、必ず DT - 5200を I / O ボックスから外してくださ 

い。 

• I / O ボックスの給電端子は絶対にショートさせないでください。ショートさせると故障の原因となります。 

• USB インターフェースでの通信中に振動や衝撃を与えないでください。通信が切れる原因となりま 
す。 

• DT - 5200を装着する際は、 I / O ボックスの固定用フックにしっかりと装着し、 I / O ボックス前面の電源 
表示用 LED が緑色に点、灯していることを確認してください。正しく装着されないと、充電や通信が行え 
ません。 
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5.2 Windows Mobile Device Center の接続 

Windows Vistal^ 降の OS をご使用の場合は、 Windows Mobile Device Cen お「を使用して、 DT-5200 と 
PC を接続します (Windows XP および、それ K 前の OS の場合は、「5.1 ActiveSync の接続 ( USB )」 を参照し 

てください)。 

デフホルト状態の DT-5200 では、 Windows Mobile Device Center と接続することができません。 
Windows Mobile Device Center と接続するためには、 USB 接続設定ツールを使用して、 PC と接続する 
場合の設定を変更する必要があります。 


5.2.1 操作方法 

1. 使用中のアプリケーションをすべて終了します。 

2. スタートメニューから「設定 ( S )」 >「コントロールパネル ( C)」 > 「USB 接続」を選がします。 


II フ 州レの表于耻 ） 1 


巧 

爆 

が 

dk 

目1喊〇 口 化按 

棉 

CPU スピード W 

化 



f / 

錢 



PC との 巧巧 

| U 3 巨 

WLAN ち 巧 , 
設定 

一 

を 




で端 r 

むターをタト 
3 ブシ ヨン 

キーポード 


t / 

驟 

努 


システム 

スキャナ蘇 

なー ミナ ルサー 
バ ーの クト f ... 


< r 



— 


3. 「ユーティリテイ設定」タブをクリックします。 
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4. 「Windows Mobile Device Center 」 にチェックを入れ、 「0 K 」 をクリックします。 



5. リセット確認ダイアログが表示されるので、 「はい (り」をクリックしてください。 



6. DT -5200 が再起動します。 

7. DT -5200 を I/O ボックスに配置し、 PC 上の Windows Mobile デバイスセンター画面の指示に従ってく 
ださい。 

《デフホルト状態に戻すためには、上記の手順4.で 「 ActiveSync / LMWIN 」 を選択し、 DT - 5200を再起動 
してください。 

5.2.2 Windows Mobile Device Center のバージヨン 
Windows Mobile Device Center 6.1 な降を使用してください。 

それが>前の Windows Mobile Device Center では Windows CE に対応していないため、接続することが 
できません。 
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5.3 IrDA による接続 


接続する PC が IrDA をサポートしている場合、 IrDA を使用して DT - 5200との接続が可能になります。 
IrDA で接続を行うためには、な下の手順に従い操作を行ってください。 


1. DT - 5200側のコントロールパネルで 「PC との接続」を選がします。 

2. 「接続方法の変更…」で接続方法が 「 IrDA 」 に選がされていることを確認します。 

3. 「 IrDA 」 が選がされていない場合、「接続方まの変更…」にて接続方法を 「 IrDA 」 に選がし、 「 OK 」 ボタ 
ンを2回押下します。 



USB 協制ずアプリケ-シヨ：/か-如記ち 
態 の肖 IJ 蹄 




イ^ウーネット キーボード システム 

が地 

jn 心 ■_ 心 

パ F 


③ 



② 
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4. PC 側の ActiveSync の設定の COM ポートが 「赤外線ポ ー KIR )」 に選択されていることを確認してくだ 
さい。 




5. 赤外線ポートを真直ぐ向き合わせてください。 

6. DT- 5200 側で 「スタートメニュー 」 > 「通信」 > 「 ActiveSync 」 を起動し接続を行います。 



※〇 (接触）〜 Im (4Mbps は最大 30cm) «内で通信可能 
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5-4 Bluetooth による接続 

DT - 5200 /PC 間を Bluetooth で接続する場合には、下の手順に従って操作を行ってください。 

1. PC に Bluetooth デバイスをインストールしていない場合には、 Bluetooth をインストールします。 

2. DT - 5200のコントロールパネルから 「Bluetooth 接続」を選がします。 

3. 「 MWN - デバイス」画面の Bluetooth デバイスー覧から、接続する Bluetooth デバイスをダブルクリック 
します。 

4. 「MWN 〈接続する Bluetooth デバイス名> -サービス」画面から 、 「Bluetooth シリアルポート」を3秒 

ほど押すとメニューが表示され 、 「ActiveSync 接続に使用する」を選がします。 


MWN - INTEGRA -サィス因画因 


钟 J®iS 口が 涵 1 

8 1 8 11 砸 


S 力に/巧一じアウ t ス 
こ] 7ァイルお送 


D 巧にアウたス 
因を 刺じア加ス 
齒巧モ-ルにアウ iz ス 


I が UI 間 ]§[ を 

か ] を WN - IN... J [ 争 击 > M: 27 1^ |%| 



[使用上のごを意] 

良好な通信を行うために、次の点にご注意ください。 

《他の Bluetooth 機器とは、見通し距離約 3 m 内で通信してください。周囲の環境（障害物）によって 
は、通信可能距離は短くなります。 

《他の機器(電気製品 /AV 機器/ 0 A 機器/デジタルコードレス電話機/ファックスなど)から 2 m 上離れて 
通信してください(特に電子レンジ使用時は影響を受けやすいため、必ず 3 m 上離れてください)。 
近づいていると、他の機器の電源が入っているときは、正常に通信できなかったり、テレビやラジオの 
雑音や受信障害の原因になったりすることがあります (UHF や衛星放送の特定のチャンネルではテレ 
ビ画面が乱れることがあります)。 

《放送局や無線機などが近く、正常に通信できないときは、通信場所を変更してください。周囲の電波 
が強すぎると、正常に通信できないことがあります。 

《ワイヤレス LAN との電波干渉について 

Bluetooth 通信とワイヤレス LAN は同一周波数帯を使用するため、ワイヤレス LAN を搭載した機器の 
周辺で本機を使用すると、電波干渉が発生し、通信速度の低下や接続不能になる場合があります。こ 
の場合、次の対策を行ってください。 

-ワイヤレス LAN を搭載した機器からは、10の^^^^上離れて使用してください。 

- 10 m 内で使用する場合は、本機またはワイヤレス LAN を搭載した機器の一方の電源を 
切ってください。 

- Bluetooth Verl . 2 ( 2.0 + EDR : D バージョン）を搭載することにより、本機の無線 LAN 
と Bluetooth 通信を同時使用することが可能になりますが、周囲の電波環境により通信でき 
ない場合があります。 
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5.5 ActiveSync の接続 ( LAN ) 

[LAN ActiveSync 接続方法] 

USB や I「DA を用いて事前に接続する PC と ActiveSync を利用してパートナーシップを 
結びます。結んだあと、切断してください。 

[スタート]一[プログラム ト [通信]一 [LAN 巧 3 、 W \ 

ActiveSync] を選がします。 說…。广 一一 H 



色 Viewer 
6 が-ジツ-ル 
色 ユーティリティ 



碟 ActiveSync 
蜡 FLCE 



嘴クーミナル ； r □のけりードバッド 

みネットサーチ ，ージに一巧 


。 ドキユ拉卜 にわ I ウスプ□-ラ 
EH 搞(旦） li ] むドブ□パト 
み ヘルブ(出もリモ-トデスウ b ブお棉 
巧 77 イルををお输到言卜 


m 曰を卓 


接続する PC 《を選択し、"接続"ボタンを押します。 


A 


注意！ ActiveSync 4.0 が上では、 LANActiveSync がサポートされていません。 
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5.6 無線 LAN による接続 


DT - 5200を無線 LAN 接続するには、な下の手順に従って操作を行ってください。 

《無線 LAN 搭載モデルでのみ使用可能です。 

《無線 LAN を利用する前に、サイトサーベイを行ってから環境を構築してください。 


[無線 LAN 接続設定方法] 

コントロールパネルで" CF / WLAN 電源設定"を選 
がし、無線 LAN をオンにする。 


[ IP 設定] 

[スタ'ートい[設定卜[無線 LAN 設定]を起動。 




わ I jwLANConfip j| ルバ : 14 | 庐 | を 


項目 

値 

DHCP 有効 

IP 指定 

DHCP の有効/無劾を指定します。 

IP 

IP アドレスを指定します[例：192.16 8.1.100] 

マスク 

サブネットマスクを指定します 

ゲートウュイ 

デフオルトゲートウてイを指定します 

DNS 1 

プライマリ DNS サーバアドレスを指定します 

DNS 2 

セカンダリ DNS サーバアドレスを指定します 

WINS 1 

プライマリ INS サーバアドレスを指定します 

WINS 2 

セカンダリ WINS サーバアドレスを指定します 
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省略時の動作は « 下のように処理します 


項目 

空白時の処理 

範囲外の値の処理 

DHCP 有効 

有効と見なします 

有劾と見なします 

IP 

設定しません 

そのまま書き込みます 

マスク 

設定しません 

そのまま書き込みます 

ゲートウュイ 

設定しません 

そのまま書き込みます 

DNS1 

設定しません 

そのまま書き込みます 

DNS2 

設定しません 

そのまま書き込みます 

WINS1 

設定しません 

そのまま書き込みます 

WINS2 

設定しません 

そのまま書き込みます 


[基本設定] 

[基本設定]に移動。 


WLANConfig 


1 基本設定1 iPiS ち1 wLANis ち1詳 iild 

SSID; 1 

1 ち束 

] 

し口或は ァ ，ドホがが一。です。 


「 U ■つ _L V J 1- 

0酷如 

®WEP 〇 WPA 

1 

_巧ミ了 



0■レロ止 

@寸-也 


辛一長： 

® 12S bit 〇 64 bit 


辛 一 (HE 帥 

1 1 



キ-むデッウス:®1〇 2 〇 3 〇 4 


に 0 K 1 I 扣 MZJ レ] 

わ ||WLANConfie'3|>A^:m 护 | を 


項目 

値 

セキュリティ 

無効 

なし 

WEP 

才'ープン 

WPA 

PSK (キー設定も設定必要） 

EAP-PEAP 

EAP-TLS 

キー 

16 進数表記 (HexDecimal) で入カニ32 バイト分 (64 文字）固定 
半角英数字で入力 =最大 63 文字 

入力済の义字数を表示します。 

ini ファイルからキーを読み込んだ場合は*****で表示します。 ***** 表示を 
編集した場合は、新たにキーが設定されたとみなします。一度も編集されなか 
つた場合は、 ini ファイルから読み込んだキーがそのまま有劾となります。 


EAP - PEAP 設定時は«下の入力も必要です。 


項目 

設定内容 

デフォルト値 

ユーザぶ 

半角英数字で入力（最大 100 文字） 

なし 

パスワード 

半角英数字で入力（最大 100 文字） 

なし 


ini ファイルからパスワードを読み込んだ場合は*****で表示しま 
す。 ***** 表示を編集した場合は、新たにキーが設定されたと 
みなします。一度も編集されなかった場合は、 ini ファイルから読 
み込んだキーがそのまま有劾です。 


ドメイン 

半角英数字で入力（最大 100 文字） 

なし 

サーバの有効化 

サーバ証明書の必要性を設定します。 

チェックあり二証明書必要 
チェックなし二証明書不要 

証明書必要 
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EAP - TLS 設定時は « 下の入力も必要です。 


項目 

設定内容 

デフォルト値 

ユーザぶ 

半角英数字で入力（最大100文字） 

なし 

証明書 

半角英数字で入力（最大100文字） 

インストール済のクライアント証明書を選択します。 

なし 


「検索」ボタンをタップすると、インストール済のクライアント証明 
書一覧が表示されるので、選択します。 


ドメイン 

半角英数字で入力（最大100文字） 

なし 

サーバの有効化 

サーバ証明書の必要性を設定します。 

チュックあり二証明書必要 
チェックなし二証明書不要 

証明書必要 


[ WLAN 設定] 

[ WLAN 設词に移動。 



わ IWLANConfie ]| 占み バ : 14 | 尹 I を 


項目 

設定内容 

デフォルト値 

WLAN 電源 

オン 

〇 

オフ 


省電力 

有効 

〇 

無効 


規格 

IEEE 802.1 lb のみ 


IEEE 802.11 b/g 互換 

〇 

ローミング開始闕値 

ローミングしない 

無線 LAN 通信が実質的に行えない-100 dBm をローミング開始 
闕値として設定する事により、ローミング動作をしません 


標準 

推奨値である- 78 dBm をローミング開始闕値として設定します 

〇 

ローミングし易い 

標準より高い電界強度である- 72 dBm でローミング動作が開始 
します 
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[詳細設定] 

[詳細設讶に移動。 


OKpxJ 


WLANConfig 


を誌ち- [WLAN 記ち I iMiS ち1 


お棟 LAN がお表对 LAN 昔 5 里ツール- 


rJetSearch / WLANConfigi 

〇 NetUI / WLANConfig 
〇 NetUI / NetUI 


□ アドホ)ウ記走をち如 

1~1すバてのた单ユリティ15ミをち効 

Inifile コ也卜： 


rs ] 度な目？!■正 


バージ心 


OK 


单が ytz ル 


お IWLANConfie] か 9:1 日 | 庐 | を 


項目 

設定内容 

デフォルト値 

無線 LAN 状態表示 / LAN 
管理ツール選択 

[ NetSearch / WLANConfig ] 

ニカシオ無線 LAN ツールのみを使用します 
ini ファイルによる無線 LAN 設定を使用します 
トレイアイコンタップ時にネットサーチを起動します 

〇 


[ NetUI / WLANConfig ] 

= MS ツールとカシオツール併用します 

ini ファイルによる無線 LAN 設定を使用します 

トレイアイコンタップ時に NetUI ( MS ツール)を起動します 



[ NetUI / NetUI ] 

= MS ツールのみ使用します 

ini ファイルによる無線 LAN 設定は行いません 

トレイアイコンタップ時に NetUI を起動します 

この設定を選択した場合、 「0 K 」 ボタンタップにより ini ファ 

イルは NetUI を選択した記録のみとなり、その他設定は消 

去します 


アドホック設定を有効 

チュックあり二設定可能 



チェックなし二設定不能 

〇 

すべてのセキュリティ設定 

チェックあり二設定可能 


を有効 

チェックなし二設定不能 

〇 

コメント 

Ini ファイルに記入するコメントを指定 
全角/半角問わず100文字まで設定可能 

なし 
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"0 ぐボタンを押すと右図のメッセージが表示 
され、 "0 K " を押します。 

リセ外後、設定が反映されます。 


0 


in 口 W ルな巧オプション 


巧な：规 RL/ こ設定を inD ァイルに上まきする。 
肖 IJ 蹄：遇巧1/こ設定を in ロァイルから肖縣する。 
無視：現な in ロアイルのち如訪ミを销持する。 


f 果な肖 ij 蹄無視 

基本記ち 
IPiS 走 

WLAWi 尚 ffliS ミ 

続ける場合 OK ボタ： A 設定画面に戻る場合 
卑估たルボ於をなッブしてください。 

I OK I [ キ *MZ ル] 

I _ J 

さ J [wLANConfie] か 9 叫 尹 | る 



[接続の確認] 

コマンドプロンプトを利用して接続を確認しま 
す。 


Ping < HostName > 

を入力し、接続を確認してください。 


乃イルた）漏集た） ■^ ルプ(出 


X 

Pocket CHD V 5.0 
\> ping 192 .168. 1.2 〇 | 

A 

AA " ネル 

Esc| 1121314151617181910 

- 

二 

夺 

Tablqlwle 1 rltlylu|i|ol 

P 

[ 

] 

CAPi a|s|cl|f|g|h|i|k|l|;|'| 

Shi 行 I z lx 1 c 1V Iblnlml,1.1 / I 

Ctllaul ' 1 \ 1 U 1 t 1 卜 |4 


44 


















































5.7 イーサネットによる接続 

DT - 5200の無線 LAN 非搭載モデルについても 、 LAN I / O ボックス （ HA - D 621 0) を利用することにより、高 
速な LAN 接続が使用可能です。 

《 LAN I / O ボックスを利用するには、 ServicePackl .02 が必要になります。 

カシオサポートサイト （ http :// casio . jp / support / pa /) から、ダウンロードしてください。 

]^^下の手順に従って、接続を行ってください。 

《 USB や I 「 DA を用いて、事前に接続する PC と ActiveSync を利用してパートナーシップを結びます。 
結んだあと、切断してください。 

1 . 4.章の手順で LAN I / O ボックスに AC アダプタを接続します。 

2. ネットワークケーブルを LAN I / O ボックスに接続し、反対側をネットワークハブに接続します。 

3. LAN I / O ボックス背面のスイッチを、 「 LAN 」 側に設定します。 



4. DT -5200 を 、 LAN I / O ボックスに装着します。 

5. DT - 5200で、[スタート]一[設定]一[コントロールパネル]イネ外ワークとダイアルアップ接続]を選が 
します。 

6. 下記画面が表示されるので、 AX 887721をダブルタップします。 
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7. 下記 TCP / IP 設定画面が表示されるので、必要な項目の設定を行い、 [0 K ] をタップします。 



も | |< なち I 如よ >〇: 21 1 庐 I を 

正常に接続が成功すると、タスクトレイ上のネ外ワークアイコンから、 "X" が消えます。 
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5.8 PC の共有ドライブへのアクセス方法 


DT - 5200がネットワークで接続されている場合、 DT - 5200のエクスプローラから PC で共有されているドラ 

イブへのアクセスが可能になります。 

iJA 下の手順に従レ、操作を行ってください。 

1. DT - 5200でネットワークへ接続するための設定を行います。 

2. マイデバイスを起動します。 

3. アドレスバーを表示。 

4. ネットワーク上での PC 《を入力(例： ¥¥< hostname > IP アドレスでの指定はできません)します。 

5. ネットワークのログオンダイアログボックスが表示されたら、ユーザ I D 、 パスワード、およびネットワーク 
ドメインを入力します。 

6. PC で共有されているドライブが表示されるので、 PC と DT - 5200間でファイルのコピーが可能となりま 
す。 


アドレスバーを 表示 


7ァイルた）漏集た） 


n ド 


maim 


のアドレス也) I 马 

じ 

Application 

Data 

巧 

DGCuments 


' 六きいアイコ MG ) 
小さいアイ]シ咖 

mm) 


アイ]:/の堅列の 


鼠串斤の I ち卽にを巧化） F 日 
寸ブシヨン脚… 


'アドレスバ-化） 
ステータスバー ( S ) 


Ul lU 一一 、•.11 

り- 

MDFile 

卜 

り巧 

My Program Files j —. 

Documents と! 

N II 

II H 

も II 日 マイ デ … 巧…: 1 日护 1 を 

5. ユー 

ザぶ、パスワードを入力 

乃ィルた） 

Si 集拒）表示31叫 0 ||xj 

OIt ? k 1 .1 frV 

J 川 つ □ 1 口 □つ り 

1 ネ，の-ウバスワ-ドの人力 四 B 

辩> 

ユーザーをヒけのードを入 

r 

力してください。 

サイト： 

129.1,52.93 

ユ-ザ-を 

1 

バスつード 

1 

ド此 

1 

n パスワード加呆巧 




4. ネットワーク PC 《を入力 


1 つァイルた) 

漏集拒）表示(叫 II マ || x | 

11*1*1 恒 1 

Xjff 

雷，1 


ロアドレス也)「//に9丄日2.の 


巧 

巧 


Application 

Documents 

FlashDisk 

Data 

and Settings 


巧 

り 


My 

Docunn 已 nts 

Program Files 

Temp 


入力/'ネル 


Esclll 21314151617181910 

- 


♦ 

Tablqlwlel 1* い 1 り。 1^ 〇 1 

P 

[ 

] 


CAP[a 回 d〔f [9 ぃ田 k[l 口 ■ 「 


Shift] Z [x fc [V [bjn]m[ , r. [/ [ ^~< 

迦ぅ iil 二丘！ 山不み 4 
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5.9 Visual Studio . NET 2003からの TCP / IP との接続方法 


アプリケーション開発環境のある PC と DT - 5200がネットワークで接続されている場合、 PC と直接リンクでき 

るようにするために 、 Windows CE Utilities ! 「2.4.必要な ソフトウェア」 参照)の addon パックが使用できま 
す。接続方法に関しては、 addon パックの詳細が記載してある ReadMe . txt をお読みください。 
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6. 開発環境の準備 


6-1 CAB ファイルのイシス!ル 

「3.2 DT- 5200 ExportSDK のインストール」 でを種ライブラリをインストールすると、 PC の下記フォルダに、 
DT - 5200 用の CAB ファイルがインストールされます。 


C:¥Program Files ¥ CASIO ¥ MBSYS¥CAB 


この節では、 CAB ファイルを DT - 5200 にインストールする手順を説明します。 

CAB フア >0レ 


ライブラリ名 

CAB ファイルぶ 

内容 

システムライブラリ（《） 

ja _ SystemUb . ARMV 4 l.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 

レーザ スキャナライブラリ（《） 

ja _0 BReadLib . ARMV 4 l.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 

Bluetooth ライブラリ（《） 

ja _ BluetoothLib . ARMV 4 l.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 

カメラライブラリ（《） 

ja _ CameraLib . ARMV 4 l.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 

イメージャライブラリ（《） 

ja _ lmagerLib . ARMV 4 l.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 

J PEG ライブラリ 

ja 」 PEG . ARMV 4 I.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 

FUNK ライブラリ 

ja _ Flink . ARMV 4 l.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 

音声出カライブラリ 

ja _ MoSpk . ARMV 4 l.CAB 

DT - 5200 用ランタイムライブラリ 
WAV ファイル(音声ファイル） 


《エミュレータをご使用になる場合、※巧のライブラリは、すでにインストールされているので、 CAB フアイ 


ルを転送する必要はありません。 


49 





インストール手順 
(1) CAB ファイルの転送 

ActiveSync を利用して、 DT - 5200上の任意の場所にを CAB ファイルを転送します。 



《本ガイドでは、 CAB ファイルを DT - 5200のルートフホルダに配置しています。 
《 ActiveSync の利用方法は「5. PC との 接続」を参照してください。 
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(2) CAB ファイルのインストール 

転送した CAB ファイルを実行します。 


CASIO シ… 臣]|刮？ 1 | ok | X 

国 ¥Program Files 


D Office 
む 费 ff 卜 W 
己 通 f 言 

H] マ：/ドプ□パト 


をお liftfcMi 画! HBHB 


1 - 1 ~ r 

の"ネル 

Es[| 112131415161718191 □!- 

二 

夺 

Tablqlwlejr j t jy juj i Ig|p 

[ 

] 

CAPi a|s|d|f|g|h|i|k|l|;|' 

1 

」 

Shift 1 z|x|c|v|b|n|m|J. \ / \ i 

Ctllaiil 、 1 \ 1 U 1 干 1 小 

も CASIO シス.— >が ► 0: 閒 1 蟲を 


DT -5200 の ENT キーあるいはソフトキーボード上の ENT キーを押下します。 
(3) インストール完了 

セ外アップが終了すると、自動的に CAB ファイルが削除されます。 



《本ガイドでは、システムライブラリのインストール手順を示しています。他のライブラリについても同様の 
手順でインストールしてください。 

《 DT - 5200のフルリセットを実行した場合は、再度インストールを行ってください。 

これで、システムライブラリをご使用になるための準備が整いました。 
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6.2 eMbedded Visual C ++4.0 

eMbeded Visual C ++ 4.0 を使用してアプリケーションを開発するためには、 DT - 5200 ExportSDK が必 

要です。 

eMbeded Visual C ++ がインストールされている場合、 WCE 構成のプラットフォームを選がするコンボボッ 
クス (eMbeded Visual C ++ のツールバー内)で DT - 5200 を選がしてください。リモートレジストリエディタ等 
のリモートツールのプラットフォームでも DT - 5200 を選がしてください。 

詳細は「8. eMbedded Visual C ++ による開発」 を参照してください。 

ミ主意 

《 eMbeded Visual C ++ 4.0 で DT - 5200 のアプリケーション開発を行う場合、 eMbedded Visual C + + 
4.0 ServicePack 4 を事前にインストールしておく必要があります。 

《 ServicePack 4 を事前にインストールせずに ExportSDK をインストールした場合、警告メッセージを表 
示します。 
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6.3 Visual Studio 2005 

Visual Studio 2005を利用するには、あらかじめ DT -5200 に Compact Framework 2.0 をインストールす 
る必要があります。 

ここでは、 VB 、 C # アプリケーション關発にて、 DT -5200 を利用したリモートデバッグを行う手順を示しま 
す。 


1. ActiveSync を利用して DT -5200 と接続を行います。 

2. Visual Studio 2005で VB または、 C # アプリケーションプロジ卫クトを開きます。 

3. 下図の赤枠のボタンを押して Visual Studio 2005が DT -5200 との接続を認識している事を確認しま 
す。認識していない場合は、再度 ActiveSync での接続を行ってください。 


、か 


7アイルの漏集を）ま击邮 リスが!@ブ □ツ I ウトを） むげ啞デバック屯）デ-が互）ツ-ルの 



4. 左側のリストボックスから接続デバイスを Windows CE 5.0 デバイスを選がします。 


Device Applicat Id 


'asoi't 机 Etf 面 ■ St" ぶ。 


7 ァイルの漏集喝ま示が）リみが @ ブ □ う： ! ウトを）帥ド避デバッジ屯）デ - が互）ツ-ルの 
J ^ A 心 . つ • ; お， 〇 ，' ^ Debug - Any CPU 

- 3 唯^が早卓二 




DT- 日の日デバイス 


丑もみ司 


□ 


DT-5200 QVGA エミル 


DT-5200 デバイス 


一を 

巧 


Pocket PC 2003 
Pocket PC 2003 
Pocket PC 2003 
Pocket PC 2003 
Windows CE 5.0 
Windows Mobile 
Windows Mobile 
Windows Mobile 


i 王、ユレ ー 


SE エミュレータ 
SE 四巧 VGA エミュレータ 
SE 四ち王ミュレー々 
デパイ又 
デバイ又 

6 Classic Emuldlof 
6 Professional Device 
6 Professional Emulator 


智 Formr.resx 

Program.cE 


1.Oesigner.es Form1.es [テ■ザイシ] 


.Formi 


CoimponentMode I ; 

Data ： 

Draw ins ： 

Text : 

Windows.Forms; 

_ パ ceAppIication1 

public partial class Formi : Form 

{ 

public Formic) 


5. デバッグを開始すると、 DT -5200 上でアプリケーション動作を確認しながらデバッグを行なうことができ 
ます。 
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6-4 Visual Studio.NET 2003 

Microsoft では、 Visual Studio .NET 2003 のターゲットデバイスの設定を可能にする addon を提供してい 
ます。 

addon は、|^^下の手順に従って設定してください。 

1. WindowsCE Utilities for VisualStudio.NET 2003 を PC にインストールします。 

2. DT-5200 と PC 間にて ActiveSync の接続を確立します。 

3. Visual Studio. NET 2003を起動し、 「ツール (1 )」> 「Select Windows CE Device CPU 」 を実行します。 

(ActiveSync 接続を確立していない場合、エラーメッセージを表示します。） 

ドロップダウンから「 ARMV 4 IJ を選がし、「 ConfigureJ ボタンをクリックしてから「 Close 」 ボタンをクリックし 
ます。 



4. Visual Studio.NET 2003 を再起動します。 


これで Visual Studio.NET 2003 を使用して作成した WindowsCE.NET プラットフ ホーム 用の マネージコー 
ドアプリケーションのデバッグ、および生成※を行うことが可能になります。 

《デバッグ、生成を行う場合には、ターゲ外デバイスに [WindowsCE .NET デバイス] を選がしてくださ 

い。 
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7 . デバイスエミュレータ 

デバイスエミュレータは、 「 DT - 5200実機がなくても、アプリケーションの基本動作確認やソースレベルデ 
バッグができる環境」を、アプリケーション開発者に提供します。 

《本ガイドでは DT -5200 QVGA エミュレータを用いていますが、 DT - 5200 VGA エミュレータについても 
すべて同様の手順で使用できます。 

《ご使用になる PC の OS が Windows Vista の場合、デバッグ実行時にデバイスエミュレータとの接続が 
できず、デバイスエミュレータが動作しなレ、場合があります。 


DT -5200 QVGA ェミュレータ 



DT - 5200 QVGA エミュレータ 



I / O シミュレータ 
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DT -5200 VGA ェミュレータ 




I / O シミュレータ 
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Windows Vis ね)^ A 降の OS を使用する場合 

Windows Vista な降の OS (Windows 7 、 Windows Server 200 8) を使用する場合は、デバイスエミュレー 
夕および I / O シミュレータを管 a 者として実行してください。 

Explorer からプロパティを開いて 管理者としてこのプラグラムを実巧するに チェックを入れてください。 

(例 ： Windows Vista で I / O シミュレータを管巧者として実行） 



デフオルトではな下の場所にインストールされています。 

• デバイスエミュレータ 

C:¥Program Files¥Microsoft Device Emulator ¥ l . OVDeviceEmulator.exe 

• I / O シミュレータ 

C:¥Program Files¥Common Files ¥ CASI 0¥ Emulator ¥ DevloSim.exe 
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7.1 必要なソフトウェア 


デバイスエミュレータをご使用になるためには、下記のソフトウェアが必要です。 


Visual Studio 2008または Visual Studio 2005を使用する場合 

• ActiveSync 4.2 ジ《降または Windows Mobile Device Center 6.1 な降（必要な場合のみ） 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx 7 Familyl D =6 b 6 ae 681-5 bf 9-48 af - b 6 f 9- f 382 
70741 f 6 a & DisplayLang=ja 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx 7 familyicN 46 F 72 DFl - E 46 A -4 A 5 F - A 791-09 

F 07 AAA 1914& displaylang=ja 

• Visual Studio 2008または Visual Studio 2005 (必須） 

• CASIO DT - 5200 SDK (必須） 

• Microsoft Device Emulator 3.0 (任意※） 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx ? displaylang = ja&Familyl D = a 6 f 6 adaf -12 e 3 
-4 b 2 f - a 394-356 e 2 c 2 fbll 4 

《次ページの 「Microsoft Device Emulator 3.0 の利用方法」を参照してください。 

eMbedded Visual C ++ 4.0 を使用する場合 

• ActiveSync 4.2 ジ>降（必須） 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx 7 Familyl D =6 b 6 ae 681-5 bf 9-48 af - b 6 f 9- f 382 
70741 f 6 a & DisplayLang=ja 

• Microsoft Device Emulator 3.0 (必要な場合のみ※） 

http :// www . microsoft . com / downloads / details . aspx ? displaylang = ja&Familyl D = a 6 f 6 adaf -12 e 3 
-4 b 2 f - a 394-356 e 2 c 2 fbll 4 

《お手持ちの PC に Visual Studio 2005がインストール済みの場合は、必須ではありません。 

次ページの 「Microsoft Device Emulator 3.0 の利用方法」も参照してください。 

• Microsoft eMbedded Visual C ++ 4.0 (必須） 

http :// www . microsoft . com / japan / msdn / vstudio / device/evc download.aspx 

• Microsoft eMbedded Visual C ++ 4.0 ServicePack 4 (必須） 

http :// www . microsoft . com / japan / msdn / vstudio / device / evc 4 SP 4 .aspx 

• CASIO DT -5200 SDK (必須） 
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Microsoft Device Emulator 3.0 の利用方法 


DT - X 7 基本開発キットでインストールされるデバイスエミュレータは、 Microsoft Device Emulator Version 

1.0 がベースになっています。 

Microsoft Device Emulator Version 3.0 をご禾 ll 用になるには、な下の手順に従って、設定ファイルを変 
更してください。 

1. DT - 5200基本開発キット CD-ROM から、 DT -5200 ExportSDK と「デバイスエミュレータ」をインストー 
ルします。 

2. Microsoft 社のサイトから、 Microsoft Device Emulator 3.0 をダウンロードして、インストールします。 

3. 下記の DT - 5200エミュレータの設定ファイルをテキストエディタで開き、編集して、保存します。 

C:¥Program FilesVWindows CE Tools ¥ wce 500¥ DT -5200¥ Emulation ¥ DT -5200 .cdes 


変更前_ 

[Emulator] 

module 二 DevEmu500.exe 


車更^ _ 

[Emulator] 

module 二 C:¥Program Files¥Microsoft Device Emu Iator¥1.0¥DeviceEmuIator.exe 


1^>1上の作業により、 DT -5200 基本開発キットに含まれている Device Emulator のエンジンを、 Visual 
Studio 2008でリリースされた Device Emulator Version 3.0 に差し替えることができます。 
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7-2 デバイスェミュレータの起動 


7.2.1 デバイスエミュレータの起動方法 

1. スタートメニューの 「すべてのプログラム (巧 」> 「CASIO Device Emulator 」 > 「 DT - 5200 QVGA 」 を実行 

します。 



デバイスの 追力 □ 


DT - の邮 QVGA 


DT- の邮 VGA 


「CASIO Device Emulator 」 に 「 DT - 5200 QVGA 」 が表示されない場合は、「デバイスの追加」を実行 
してください。 Windows Vis ね降の OS の場合は、 Windows ソ扣3121降の08を使用する場合を参考 
に、 DevEmuLoader.exe を管 a 者として実行してください。 

C:¥Program FilesVCommon FilesVCASIOVEmulatorVDevEmuLoader.exe 


2. 初回起動時は、下記ダイアログが表示されるので、 「 OK 」 を押下します。 



3. 「登録(巧…」を押下し、ライセンス登録を行います。 



4. 同個のライセンスシートにある登録キーを入力し、 「 OK 」 を押下します。 
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5. 「状態:」が「く登録済み>」になったことを確認し、 「0 K 」 を押下します。 
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7.2.2 


I / O シミュレータの起動方法 


1. スタ ^ ー トメニュ '一の 「すべての プログラム ( 巧 」> r CASIO Device 10 Simulator」 >「10 Simulator 」 を実 

行します。 

2. I / O シミュレータが起動したことを確認してください。 
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7.2.3 ActiveSync との接続 

DT - 5200実機と同様に、 DT - 5200エミュレータを ActiveSync と接続することにより、ファイルの送受信が 
可能になります。 

ActiveSync の設定 

1. ActiveSync を起動し、 「ファイル(り」>「接続の設定(が…」 をクリックします。 



2. 下のいずれかの接続を有効にする化!):」 にチ卫ックを入れ、 「 DMA 」 を選がします。 
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ActiveSync との接続 


Visual Studio 2008 または Visual Studio 2005 を使用する場合 

1. 「7.2.1デバイスェミュレータの起動方法」と同様の手順で DT - 5200 QVGA ェミュレータを起動しま 
す。 

2. Visual Studio 2008または Visual Studio 2005を起動し、「ツール の」 >「デバイスェミュレータマ 

ネージャ も)…」 を選がします。 

ク-ルの I 

过 i ブ □セス灯化 ホを) a か Ait+p 

.も デバイスへの巧巧な)... 

% デ叫!/^-スへの巧梯啞… 

■g サーバーの巧贷啞 

。 ユー ドス ニ 巧 タトマみージ々の… Ctrl + K , Ctrl+B 
クールボッウスアイテムの 3flR だ) 

ア F インマネージ W 旦) ... 

マ如地） ► 

ActiveX コント□ールテスト ID テナ化） 

GU のの巧巧を） 

Do み scatof Community Edition 
エラールッウアゥブ啦 
AU/MFC トレースツールの 
iLD^sm 
如" 

Visual Studio の〇日 Command Prompt 
御。一地)‘ 





I 由!'デス1ミュレー々マネーうサも) 1 




瞬のイシボー化エクスボート化. 
ユ-ザ-!梯鉛 

オブシも邸… 


3. 「利用可能なェミュレータ:」内にある 「 DT - 5200 QVGA ェミュレータ」上で右クリックし、「クレードルに 
接続(が」を選がします。 



64 



























4. ActiveSync が起動し、 DT- 5200 QVGA エミュレータのステータスバー上にみのアイコンが表示されて 

いることを確言忍してくだ'さい。 




65 












































standalone Device Emulator を使用する場合 

1. 「7.2.1デバイスェミュレータの起動方法」と同様の手順で DT - 5200 QVGA エミュレータを起動しま 
す。 


2. Standalone Device Emulator を起動します 。 Standalone Device Emulator はが下のフホルダにイン 
ストールされています。 

C:¥Program i - iles¥Microsoft Device EmulatorV 1.0 Vdvcemumanager.exe 


3. 「利用可能なェミュレータ:」内にある 「 DT - 5200 QVGA ェミュレータ」上で右クリックし、「クレードルに 
接続(が」を選がします。 



4. ActiveSync が起動し、 DT - 5200 QVGA エミュレータのステータスバー上にみのアイコンが表示されて 
レ、ることを確言忍してくだ'さい。 
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7-3 デバイスエミュレータの使用方法 

7-3.1 DT - 5200ェミュレータ 


マウスや PC のキーボードによるキー入力や、実行 
画面の表示等、 DT - 5200実機上の動作を再現しま 
す。 



キー入力機能 

DT -5200 実機と同等のキー入力機能を搭載しています。 

画面上のキーを マウスで クリックすることにより入力が可能です。 

※ PC のキーボードからの入力も可能です。 

バーコード入力機能 

I / O シミュレータに登録したバーコードを、トリガキーの押下等の操作を行うことにより、入力することが可 
能です。 

《 DT - 5200エミュレータのトリガキーを押下(マウスクリック)する場合は、必ず1秒«上押し続けてくださ 
い。押下(マウスクリック)する時間が短いと、正しく入力ができない場合があります。 

サウンド機能 

実機と同等の BEEP / SOUND 機能を搭載しています。 

が態の保存機能 

DT - 5200エミュレータでは、終了時に状態を保存する機能はありません。 

エミュレータの 時計や ファイルシステムは、 起動時に毎回初期化されます。 
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7.3.2 I / O シミュレータ 


入カバーコードの登録•ローバッテリー発生 .1/0 ボックス装着動作を擬似的に行うものです。 


入カバーコードの登録 


(1) 签録選択 


I / O シミュレータの [登録 1 D ] ボタンまたは [登 
録 2 D ] ボタンをクリックすると、バーコード登録 
画面に移ります。 


1 D コードの登録には [登録 1 D ] ボタン、 
2 D コードの登録には[登録 2 D ] ボタンを 
使用します。 



(2) バーコード登録 


「コード種別」 を選択し、任意のバーコード種別を選がします。 



コード査な 


コード種則 ： JAN _V 



バーコード： 

JAN Addon 

EAN 

説明： 

EAN Addon - 

UPC-A 

UPC-A Addon 

UPC-E 

UPC-E Addon 

Code 期 

NW-7 

Industrial 2of5 
Interleaved 2of5 - 

Code93 

Code128 

MSI 


lATA ■ 

RSS14 

RSS Limited 


RSS Expanded 

RSS14 Statcked 


RSS Expanded Stack 



[登録 I 〔 キトンセル I 


(3) バーコードのデータと説明を登録 

任意のバーコードを入力し、 「登録」 を押下します(必要に応じて 「説明」 も入力してください)。 
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(4) 签録完了 

登録が完了すると、登録したバーコードを一覧 
表に表示します。この登録操作を繰り返して、 
デバッグに必要なバーコードをあらかじめ登録 
しておいてください。 


《バーコード登録時の注意事項 

登録可能なバーコードは、 DT -5200 QVGA エミュレータ上で読取可能となっているコードに限り 
ます。エミュレータ起動直後はすべてのコードが読取可能となっていますが、アプリケーションを 
起動した場合は、そのアプリケーションで設定した読取可能コードのみが、登録可能となります。 



(5) 签録内容の編集 

編集したいノく'ー コ ’ードを一覧表から選が 
し、「編集」ボタンをクリックすると、あ記の画 
面を表示しますので、編集してください。 


(6) 登録内容の削除 

削除したいノく'ー コ ’ードを一覧表から選が 
し、「削除」ボタンをクリックすると、右記の画 
面を表示しますので、確認後、削除してく 
ださい。 
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(7) バーコードの読み込み 

登録したバーコードを選が状態にすると、エミ 
ュレータに読み込ませることができます。 

任意のノくーコードを選がしてから、エミュレータ 
のトリガーキーを押してください。 



状態設定機能 

I / O シミュレータの状態設定にある「□ン0 ボックス接続」/「□口ーバッテリー」 にチェックを入れると、それ 
ぞれの動きを擬似的に再現します。 


• I / O ボックス接続 

DT - 5200 QVGA エミュレータが I / O ボックス 
に接続したことを通知します。 

アプリケーション側で I / O ボックス接続のイべ 
ントを確認することができます。 


• 口'ーノくツアリ'一 

DT - 5200 QVGA エミュレータに対して、ロー 
バッテリーが発生したことを通知します。 
アプリケーション側で、ローバッテリー発生の 
イベントを確認することができます。 
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状態通知機能 

DT - 5200エミュレータで発生した状態の変化を、擬似的に表現します。 


• LED 表示 

DT - 5200エミュレータが LED を点灯すると、 
I / O シミュレータの LED アイコンが変化しま 
す。 


• バイブレーション 

DT - 5200エミュレータがバイブレーション動 
作を行うと、 I / O シミュレータのバイブレーシヨ 
ンアイコンが変化します。 
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7,4 アプリケーシヨシのデバッグ 

デバイスエミュレータを使用したアプリケーションのデバッグ方法について説明します。 

《アプリケーションの作成手順については、実機と同様ですので、「8. eMbedded Visual C ++ による開 
発」 および「9. Visual Studio による開発」 を参照してください。 


7.4.1 ビルド構成の設定 


Visual Studio 2008または Visual Studio 2005 


Visual Studio 2008または Visual Studio 2005のソリューション構成を 「 Debug 」 に、ターゲットデバイスを 
「 DT - 5200 QVGA ェミュレータ」 に設定します。 


I Debut 


， Arty CPU 


IDT-5200 QWA エミユレーク 


互 




PHOEWX ArmV4I Release 

Pocket PC のの な VGA 王ミュレ'-々 

わかがの2003 SE I ミュレ -夕 

Pocket PC 2003 SE 0 巧 VGA エミ； l レータ 

Pocket PC のの SE のちエむレー 9 

Pockei PC ののテ jW ス 

Windows CE 瓦 0 テ 7W ス 


eMbedded Visual C ++ 4.0 

eMbedded Visual C ++ 4.0 のアクティブな WCE 構成を 「 DT - 5200」に、アクティブな構成を 「 Win 32 (WCE 
ARMV 4 I ) Debug 」 に、規定のデバイスの選がを 「 DT - 5200 Device 」 に設定します。 

[pT-5200 j]|Win32 帥 GE ARMV4D Debus £ IDT- の(の Device | 


7.4.2 アプリケーションのデバッグ 
デバッグ基本操作 

デバッグ方法は 、 Visual Studio 2008 、 Visual Studio 2005および eMbedded Visual C ++ 4.0 ともに、通 
常のデバッグ操作と同様です。 

エミュレータデバッグ 

Debug を実行した場合は、ソースコードに対して、ブレークポイントを設定し、ステップ実行等によるデバッ 
グが DT - 5200 QVGA エミュレータで可能になります。 
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Visual Studio 2008 または Visual Studio 2005 


Visual Studio 2008または Visual Studio 2005 のメニューバーの 「デバッグ(が」>「デバッグ開始(さ)」を 

選がすることにより、デバッグを開始します。 


デバがの1 


かン价 W 



> 

デバ如怖お@ 

巧 


下 

了"だの:レけ押坦 W 

レ 1" 叶。 

Ji 

ブ□セス；:巧がの— 

なホ AI け E 

句 

ステがインの 

m 

C , 

ステがづ-バ-城 

F 10 


ブトがイントめはを々;除を） 

巧 


ブレーか料ントめ巧がが 

> 

み 

す呵がレ-クポイントが1おが 

灼か Shi 心の 

〇 

すべ I のブレー城イントち黑のこするが 


通常の DT - 5200実機を用いたデバッグと同様に、ソースコードにブレークポイントを挿入した場合は、そこ 
でアプリケーションが停止します。 



《ブレークポイントで停止しない場合は、 Microsoft .NET Compact Framework 2.0 SP 2 を PC にインスト 
ールしてください。 
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eMbedded Visual C++ 4.0 

eMbedded Visual C ++ 4.0 のメニューバーの ゼルド (が」 >「デバッグの開始 (が」 >「実行 (が」 を選択す 

ることにより、デバッグを開始します。 

《 eMbedded Visual C ++ 4.0 を使用する場合は、デバッグが前に DT - 5200エミュレータを ActiveSync 
に接続する必要があります。 ActiveSync との接続方法は、「7.2.3 ActiveSync との接続」を参照してく 
ださい。 


已げ电） 

黎王/バイル ◎ ledc Ctrl … 


已げ @ SystemLi]5ampleVGje»e 
固リ已げ @ 

"巧已げが _ 

クトン© 


デ"がめ品おを) 


リ i : 一 KtiTI フバルをちかが? 


F7 



実行@ 


乂 T ウフインが 


! 実行み stemLiiSaw » eVC _ e >® の加1+巧 カーリル行の前まで実が口 

アおけな瓶!網:^0)_ 服 プ□たスへ神》チ娜- 

巧巧电)- 

ア巧づみトフォー^^»15^を)〜 


阳 


FTT 

Ctrl+FlO 


通常の DT - 5200実機を用いたデバッグと同様に、ソースコードにブレークポイントを挿入した場合は、そこ 
でアプリケーションが停止します。 
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8 - eMbedded Visual C ++ による開発 
8.1 テストプログラミング 

1. eMbedded Visual C ++ 4.0 を起動します。 

2. 「ファイルの」>「新規作成伯)…」を実行します。 

3. 新規作成画面のヴロジェクト」タブで 「WGE Application 」 を選択します。 

4. 新規作成画面の「プロジェクト」タブで「位置 ( C )」 に新しレヴロジェ外を保存するフォルダを選がしま 
す。 

5. 新規作成画面のヴロジェクト」タブでヴロジェクト名伯)」にプロジェクトの《称を入力します。 

6. 新規作成画面のヴロジェクト」タブで 「CPU た)」の 「 Win 32 (WCE ARMV 4 I )」 を選がし、 「 OK 」 ボタンを押 
下します。 



7. 「WCE Application - ステップ1/1」画面で「標準的な" Hello World !" アプリケーシヨン ( y ^)」 を選がし、 

「終了の」ボタンをクリックします。 
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8. ツールバーの「アクティブな WCE 構成」で「 DT -5200 J を選がします。 

[dT- 5200 ，] 


DT-5200 


gTANDARDSDK ] 

9. DT -5200 と PC 間にて ActiveSync 接続を確立します。 

10. ツールバーの「ツールの」>「リモートツールの選択(を」> 「 WCE 500 ツールを使用する(を)」を選がし 

ます。 

11. ツールバーの「ビルド(が」>「ビルドを)」を選がします。 

12. プログラムをビルドし、 DT -5200 のルートフホルダに配置します。 

プログラムを起動し、正しく動作することを確認してください。 



7 アイルた） AJ け(出 X 


Hello World! 


X 1 

^ — DT -5200 にダウンロード 

さたプログラムが起動し 
ます。 


も ||Hell 。 11^ が 川: 26 护 I を 

これで DT -5200 の開発環境が準備できました 。 eMbedded Visual C ++ 4.0 のリモートデバッグ等の機能 
の使用方法は、本書には記載しておりません。「12.参考」を参照してください。 
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8.2 システムライブラリを使用したプログラミング 


カシオでは、い+によるアプリケーション開発を行うための、各種のライブラリを提供しています。 

DT - 5200基本開発キ外で提供される、ライブラリの一覧については、「1.2ライブラリの構成」を参照して 
ください。 

システムライブラリを使用した WindowsCE プログラムで、最もシンプルなサンプルをな下に示します。 
起動するたびに、画面表示が180度回転するプログラムです。 

1. 「8.1テストプログラミング」に示した手順1.〜6.と同様に、プロジェクトを新規作成します。 
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2 .「WCE Application - ステップ1/1」画面で「単純な WindowsCE アプリケーシヨン(さ)」を選択し、「終了 
( F )」 ボタンをクリックします。 



3. ツールバーの 「アクティブな WCE 構成」で「 DT -5200 J を選がします。 

DT-5200 T I 

BTANDARDSDK 


4. TestApp.cpp を開き、 「#include "stdafx.h"」 の次にが下のソースコードを追加します。 
#include <SystemLib. い //カシオシステ厶ライブラリを使用 


5. TestApp.cpp 内にある WinMain 関数の「// TODO: この位置にコードを記述してください。」の次に K 
下のソースコードを追加します。 

int result； 

result = SysGetlSORotateO : 

if( result = FALSE ) { 

result = SysSet180Rotate( TRUE ) : 

} 

else{ 

result = SysSet180Rotate( FALSE )； 
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6. ツールバーの ヴロジェクト (巧」 > 「設定(さ)…」を選がし、「リンク」タブ内の「オブジェクト/ライブラリモ 
ジュール (L)」 に「 SystemLib.libj を追加します。 



7. DT -5200 と PC 間にて ActiveSync 接続を確立します。 

8. ツールバーの 「ツール (1)」 >「リモートツールの選択(を」> 「WCE500 ツールを使用する (を)」 を選がし 

ます。 

9. ツールバーの 「ビルド (が」 >「ビルド(を)」を選がします。 

10. プログラムをビルドし、 DT - 5200 のルートフホルダに配置します。 

プログラムを起動し、正しく動作することを確認してください。 



これで eMbedded Visual C ++ 4.0 によるシステムライブラリを使用した開発を行えます。「システムライブ 
ラリ マニュアル」 です ベての 関数に関する詳細を参照してください。 
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9 - Visual Studio による開発 

この章では、開発環境に Visual Studio 2008 、 Visual Studio 2005または Visual Studio .Net 2003を使 

用した、アプリケーションの開発手順を説明します。 

例題は、システムライブラリを利用した、 LED を5秒間だけ赤く点滅させるアプリケーションです。 

このアプリケーションを、3つのプログラミング言語 (Visual Basic / C # / C ++) で作成します。 

DT - 5200基本開発キットで提供される、ライブラリの一覧については、「1.2 ライブラリの構 脱を参照して 
くたさい。 

システムライブラリの詳細については、「システムライブラリマニュアル」を参照してください。 

この章の例題プログラムは、デバイスエミュレータでも動作します。 

デバイスエミュレータを利用する場合は、 「 DT - 5200デバイス」 を 「 DT - 5200ェミュレータ」 に読み替えてく 
ださい。 
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9.1 システムライブラリを使用したプログラミング (VB.NET) 


ここでは、 LED を5秒間だけ赤く点滅させる GUI アプリケーションを、 VB . NET 言語で作成します。 

1 .Visual Studio 2008 、 Visual Studio 2005または Visual Studio . NET 2003で、新しい VB.NET の「デバイ 

スアプリケーション」を作成します。 



Visual Studio 2008 


巧しいブ王クト 


プ□ジが卜の桂絹を)： 


テンプトトの 


岡回 


ピジネスイシテリジ：[ンスプ □ ジ：[ウト 
日 Visual 目がに 
Windows 

曰 スマートデバイス 

Pocket PC 2003 
Windows Mobile d Professional 
Smartphone 2003 
Windows CE 5.0 
Windows Mobile 5.0 Pocket PC 
データペース 
スタートキット 
Web 
田化の言語 

田その他のプ□ヴ:[クトの裡頭 


Visual Studio じイン ストールされたテンプレート 

覇1學1霸1 11 國 

ウラスライブラり ] ント□-ルラ ] ンリ-ルアプミのプ□ジが卜 

KjEeISh 巧ラリ リターンョン 


厨 

オンラインテシ 
プレートので… 


[Windows CE 5.0 も'よ U それ W 巧胁トジョン巧の Windows アプリケーションを化巧するをめのブ〇ジ i ウトです。 


ブ日ジ巧卜る仙： 


DeviceApphcationI 


1 OK ] I キャン tZ ル 


Visual Studio 2005 



Visual Studio . NET 2003 
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2. ターゲットに 「 WindowsCE 」 を指定します。 (Visual Studio 2005を除く) 



ターれトプラットフォームが: 


.N 口 Compact Framework バージヨンに)：[り口 Compact Framework Version 3.5 


テンブトトの： 


m m m m m |i° 


引織 妨 ライブラリ ] ^^ブ瓜^^レラ ミのブ日ジェクト 


Windows CE プラットフォ 
ーム用の .NET Compact 
Framework 3万フォーム 
アプリケーションを巧成する 
ためのプ□ジェクトです。 


Visual Studio 2008 


テンプレートには、 

「デバイスアプリケーション」を選択し 
ます。 


册.の 1 ~ミ 1 レー々イ: A —巧わよけスマートデ パイス SDK の々’ ウ vn — ド... 

に OK I じ キャン t ル] 



Visual studio . NET 2003 
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S" Dvi b'C«n rwn 
山化 Sq に iKfri 

3 " Dalb 句 t^HverCii 

SjfsCemHeTtCjl 

如 Ct«i.W 


3. [プロジェクト] メニューから、 [参照の追加(が…] をクリックします。 


ブ□ジ I り卜(己） 1 

日 

Windows つオームの追力 D (を.. 

M 

ユーザーコント□ールの追力 □(Jj... 

苗 

コンボ-ネントの追加 (N)... 

词 

モジュ-ルの追加 (M)... 

% 

りラスの追加を)… 

固 

巧しい項目の追加(四)... Ctrl+Shift+A 

回 

巧巧項目の追加喧)… Shift+Alt+A 


ブ□たウトから削隙 U 

li* 

ずてのつァイルを表示(り） 

韋昭の追加(良)... 


Web 韋昭の追加但… 

ス公ート了ッづ づロジ1り卜に設ミ(が 


を ー ヴツト づラツト'つ才-ムの変を(け)... 

图 

DeviceApplicatio n1 のづロバテイ(己)... Alt+F7 


4. 「参照 I タブまたは、 [参照 ( B )] ボタンをクリックします。 


がを0ホな 


… I 她。卜 I I 自 , 1 

ITS R ■ ■ 


-よ!^[■を 


iHSi 


山づ 


わ。セル 


Ajt, 


還 II 鑑 JlJ 

I 期 1111131 

b 口吉 c s ." 良.： 

Isllllll! 

fFfFFFfFFFf 

n&hAnnnnE n - 

yill 芯 llll 

た hhbhit こ 

& 5 资 SSS 質汽 


u J 4¢¢ fl c c c c V u 

壓 i 飄 iiiiii 翔 

J ロロ oo o 。日ロ ロロ n 
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5. クラスライブラリのインストール先フホルダ （ C :¥ P 「 og「am Files ¥ CASIO ¥ MBSYS ¥ WindowsC 口を参照し、 
SystemLibNet . dll を選がします。 



6. [0 K ] ボタンをクリックして、 「参照の追カロ」 ダイアログを閉じます。 


7. フホームのプロパティで、 「 Size 」 を「240,320」に変更します。 

8. フホームにボタンを追加し、ボタンの表示文字列を「 SetLEDj に変更します。 



9. 「 SetLED 」 ボタンをダブルクリックします。すると、フォームのコード画面が表示されます。 
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Dim result As Int 32 
Dim msg As String 

’赤 LED を 0. 5 秒点灯 0. 5 秒消灯を 5 回繰り返す 

result = Calib . SystemLibNet . Api . SysSetLED ( Calib . SystemLibNet . Def . LED _ RED , 5, 8, 8) 

’ . NET の 「 true 」 値は、「-1」、 「 false 」 値は、「0」 

If result 二- 1 Then 

’点灯成功点灯色を取得 

result = Ca I ib . SystemLibNet . Api . SysGetLED () 

Select Case (result And & HF ) 

Case Calib . SystemLibNet . Def . LED _0 FF 
msg = " LED _0 FF " 

Case Calib . SystemLibNet . Def . LED_RED 
msg = " LED _ RED " 

Case Calib . SystemLibNet . Def . LED_GREEN 
msg = " LED _ GREEN " 

Case Calib . SystemLibNet . Def . LED _0 RANGE 
msg = " LED _0 RANGE " 

Case Else 

msg = " LEDJJNKNOWN " 

End Select 

MessageBox . Show ( msg ，" LED つ 
End If 


10. [ビルド]一[ソリューンヨンのビルド]を選択し、正常にビルドできることを確認します。 
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11.DT-5200 と PC 間にて ActiveSync 接続を確立します。 


12. ターゲットに、 Visual Studio 2008 または Visual Studio 2005 の場合は 「 DT -5200 デバイス」 を、 
Visual Studio .NET 2003 の場合は 「Windows CE .NET デバイス」 を選がします。 


DT - 日の日デバイス "P1 

DT-5200 QVGA 1 ミュレーウ 
DT- の邮 VGA 1 ミュレーウ 


医 T- 日の日デでな 


Pocket PC 2003 SE VGA IL ミュレー与 

Pocket PC 2003 SE IL ミュレーク 

Pocket PC 2003 SE 四ち VGA 1 ミュレーウ 

Pocket PC 2003 SE 四ち I ミュレーウ 

Pocket PC 2003 デバイス 

Windows CE 5.0 デバイス 

Windows Mobile 6 Classic Emulator 

Windows Mobile 6 Professional Device 

Windows-Mobile 6 Pmfessim 。 ! 互 mul 。 わ r_ v 


Visual Studio 2005 


13. DT-5200 と PC 間の接続を確立し、 「デバッグ (が」> 「デバッグ開始 (さ)」または 「デバッグなしで開始 

(げ」を選がします。 


プロジェクトが作成され、 DT-5200 の ¥Program Files¥ くプロジェクト《 > フホルダにコピーされます。 

また、 SystemLibNet.dll も同フホルダにコピーされます。 


DT-5200 上で、プログラムが正常に動作することを確認してください。 


Windows CE .NET デバイス 


五 


阳而 Bmari "" — 

Windows CE .NET IL ミュレ ーろ想定 TIT 
Pocket PC デバイス 
Pocket PC 20021 ミュレーク 


Visual Studio .NET 2003 
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9.2 システムライブラリを使用したプログラミングに#) 

ここでは、 LED を5秒間だけ赤く点滅させる GUI アプリケーションを、 C # 言語で作成します。 


1 .Visual Studio 2005または Visual Studio . NET 2003 で、新しい C # の「デバイスアプリケーション」を作 
成します。 


巧しいブロジ王ウト 

回囚 

1 プロジ巧卜の種類を)： テンプレ-卜の： 

1 .NET Framework 3.5 .可 回 | 凹 | 


田 Visual Basic 

Visual Studio にインストールされたテンプレート 

日 Visual C# 


Windows 

Web 


スマートデバイス 
迈 Office 

マイテンブレート 


データペース 

Reporting 

通オンラインテシブトトの巧索'' 

WCF 

Workflow 

テスト 


迈 Visual C++ 


迈その他のプロジ王ウトの種謂 


迈テストプ□ジ J クト 



をマートデバイスアプリケーンヨシ柿寸のプ□ジ巧卜です。;大のタイア□ヴポ》クスで、ターザット プラットフォーム、 Framework のパージヨシ、テンプレートを遥巧してくだなI 


プロジェクトるくが： S mart Dev ice Pro jecti ' 

巧所む C：¥MY PROJECT _ 三 j 〔き照吸…1 

- I I □リリューン 3 ンのディレクトリち巧胁应 


Visual Studio 2008 


〔OK ][ キヤン t ル I 


巧しいブェウト 


プ□ジが卜の桂羯を)： 


テンプトトの： 


圆曰 


ピヴ木スインテリジェンスブ□ヴIクト A 

3 Visual Basic 
3化の言語 
白 Visual G# 


Windows 
3スマートデバー 
Pocket P 


トデバイス 
It PC 2003 
Windows Mobile 6 Profess 
Smartphone 2003 
Windows CE 5.0 
Windows Mobile 5.0 Pocke 
データペース 

スタートキット - 

Web 

迈 Visual J# N 


Visual Studio にインストールされたテンプレート 


飄學擊1 飄 画 

胃 クラスライプラリ空のプ□姐 


し I 心 J 

蘇!證 


を findows CE 5.0 もよ U それ W 巧做トジョン用の Windows アプリケーションを巧ぶするをめのプ□ジ i ウトです。 


ブ日ヴ 1 ウト宅1(が： I Device Applicationi 


] 


J に キャン tZ ル 


Visual Studio 2005 



Visual Studio . NET 2003 
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2. ターゲットに 「 WindowsCE 」 を指定します。 (Visual Studio 2005を除く) 



Visual Studio 2008 


テンプレートには、 

「デバイスアプリケーション」を選択し 

ます。 



スマートデバイス子ブ J クー甘ヨンウィ3 — F 4 よ3こを 
この〜ブー円 J ， ス7-トデりィ；^で11円35巧巧ーシ占田1^寸5ブ[]5巧卜を巧民1ぶ 

ん 



6— が非じす & プ扣卜九ーム Sfl 旧して化な * W 



れ巧ザ占か司 I ウ NOftStSfi レてなか（の 


ろ想盛控瓣 

J 脚口が • 


為燃恐た 


- 5化 EmirtiBr 
印イス 

よよレ - i «置の 


■£iTAWDflRiP5DK_5M - 
Wrdc^s CE .NET テル 

Wi^aemOE _ 

JPN PPO20(BBE VOASq^m か "… 1 

Rri 申） - 泌 t ErtniWw 

JPN PPG 2003 EE VQASquara-SDE 

ErmJlifcsr 

JPN PPG 20® 己 E 5w? か " ufll RfidkJ- 
SDIf Eiw43!JQf 

JPN FPGSOCCSE auArtJ - が！： ErmjW か 
JPN PPC2CJQSBE MGA Lmd^c が (Vrtual 
- 泌 £ ErtwIalOr 

JPN P 忙 2CK» SE VQA Lwdsc が ■ SDK 
EwWOr 

JPN ド PC 2003 BE VGA か ■ け ual ftadbJ ■ 
SDf EmM*S り 

JPN PPC2003EE VGA ，SM Emublw 

JPW PK 及の SE UfKlww Wiiwl 

AvuT *、 一 qPW 


Visual Studio . NET 2003 
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S" Dvi b'C«n rwn 
山化 Sq に iKfri 

3 " Dalb 句 t^HverCii 

SjfsCemHeTtCjl 

如 Ct«i.W 


3. [プロジェクト] メニューから、 [参照の追加(が…] をクリックします。 


ブ□ジ I り卜(己） 1 

日 

Windows つオームの追力 D (を.. 

M 

ユーザーコント□ールの追力 □(Jj... 

苗 

コンボ-ネントの追加 (N)... 

词 

モジュ-ルの追加 (M)... 

% 

りラスの追加を)… 

固 

巧しい項目の追加(四)... Ctrl+Shift+A 

回 

巧巧項目の追加喧)… Shift+Alt+A 


ブ□たウトから削隙 U 

li* 

ずてのつァイルを表示(り） 

韋昭の追加(良)... 


Web 韋昭の追加但… 

ス公ート了ッづ づロジ1り卜に設ミ(が 


を ー ヴツト づラツト'つ才-ムの変を(け)... 

图 

DeviceApplicatio n1 のづロバテイ(己)... Alt+F7 


4. 「参照 I タブまたは、 [参照 ( B )] ボタンをクリックします。 


がを0ホな 


… I 她。卜 I I 自 , 1 

ITS R ■ ■ 


-よ!^[■を 


iHSi 


山づ 


わ。セル 


Ajt, 


還 II 鑑 JlJ 

I 期 1111131 

b 口吉 c s." 良.： 

Isllllll! 

fFfFFFfFFFf 

n&hAnnnnE n - 

yill 芯 llll 

た hhbhit こ 

& 5 资 SSS 質汽 


u J 4¢¢ fl c c c c V u 

壓 i 飄 iiiiii 翔 

J ロロ oo o 。日ロ ロロ n 
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5. クラスライブラリのインストール先フホルダ （ C :¥ P 「 og「am Files ¥ CASIO ¥ MBSYS ¥ WindowsC 口を参照し、 
SystemLibNet . dll を選がします。 



6. [0 K ] ボタンをクリックして、 「参照の追カロ」 ダイアログを閉じます。 


7. フホームのプロパティで、 「 Size 」 を「240,320」に変更します。 

8. フホームにボタンを追加し、ボタンの表示文字列を「 SetLEDj に変更します。 



9. 「 SetLED 」 ボタンをダブルクリックします。すると、フォームのコード画面が表示されます。 


90 























10. ソースファイルの先頭に、ジ>下のコードを追加します。 

using Calib : 


11. ボタン押下時のイベント関数に、な下のコードを追加します。 


Int 32 result = new Int 32() : 
string msg ; 

// 赤 LED を 0. 5 秒点灯 0. 5 秒消灯を 5 回繰り返す 

result = SystemLibNet . Api . SysSetLED ( SystemLibNet . Def . LED _ RED , 5, 8, 8) : 

// . NET の 「 true 」 値は、「 -1 」、 「 false 」 値は、「 0 」 
if(result =-1) 

{ // 点灯成功点灯色を取得 

result = SystemLibNet . Api . SysGetLED () : 
switch (result & OxOOOOOOOF ) 

{ 

case SystemLibNet . Def . LED _0 FF ： 
msg = " LED _0 FF "; 
break ： 

case SystemLibNet . Def . LED _ RED ： 
msg = " LED _ RED "; 
break ： 

case SystemLibNet . Def . LED _ GREEN ： 
msg = " LED _ GREEN "; 
break ： 

case SystemLibNet . Def . LED _0 RANGE : 
msg = " LED _0 RANGE ": 
break ： 

default ： 

msg = " LEDJJNKNOWN ": 
break ： 

} 

MessageBox . Show ( msg ， ’ LED "): 


12. [ ビルド ] 一 [ ソリユーシヨンのビルド ] を選択し、正常にビルドできることを確認します。 
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13. DT-5200 と PC 間にて ActiveSync 接続を確立します。 


14. ターゲットに、 Visual Studio 2008 または Visual Studio 2005 の場合は 「 DT -5200 デバイス」を、 
Visual Studio .NET 2003 の場合は 「Windows CE .NET デバイス」を選がします。 


DT - 日の日デバイス "P1 

DT-5200 QVGA 1 ミュレーウ 
DT- の邮 VGA 1 ミュレーウ 


医 T- 日の日デでな 


Pocket PC 2003 SE VGA IL ミュレー与 

Pocket PC 2003 SE IL ミュレーク 

Pocket PC 2003 SE 四ち VGA 1 ミュレーウ 

Pocket PC 2003 SE 四ち I ミュレーウ 

Pocket PC 2003 デバイス 

Windows CE 5.0 デバイス 

Windows Mobile 6 Classic Emulator 

Windows Mobile 6 Professional Device 

Windows-Mobile 6 Pmfessim 。 ! 互 mul 。 わ r_ v 


Visual Studio 2005 


15. DT-5200 と PC 間の接続を確立し、「デバッグ(が」>「デバッグ開始(さ)」または「デバッグなしで開始 

(げ」を選がします。 


プロジェクトが作成され、 DT-5200 の ¥Program Files¥ くプロジェクト《 > フホルダにコピーされます。 

また、 SystemLibNet.dll も同フホルダにコピーされます。 


DT-5200 上で、プログラムが正常に動作することを確認してください。 


Windows CE .NET デバイス 


五 


阳而 Bmari "" — 

Windows CE .NET IL ミュレ ーろ想定 TIT 
Pocket PC デバイス 
Pocket PC 20021 ミュレーク 


Visual Studio .NET 2003 
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9.3 システムライブラリを使用したプログラミング (C++) 

ここでは、 LED を5秒間だけ赤く点滅させるコンソールアプリケーションを、 C ++ 言語で作成します。 

Visual Studio 2008 / Visual Studio 2005でのを意事項 

プロジェクトを作成する前に、システムライブラリのインストールフォルダが 、 Visual Studio に登録されてい 
ることを確認してください。確認および追加手順はな下のとおりです。 


1 . [ツール]一[オプション…]で、「オプション」画面を開きます。 

2. [プロジェクトおよびソリューショ ソー [ VC ++ ディレクトリ]を選がします。 

3. 「プラットフォーム」で 「 DT - 5200 ( ARMV 4 I )」 を選択します。 

4. 「デレクトリを表示するプロジェクト」で、「インクルードファイル」を選がします。 

5. 登録されていなければ、 「 C :¥ P 「 og「am Files ¥ CASIO ¥ MBSYS ¥ include 」 を追加します。 

6. 「デレクトリを表示するプロジェクト」で、「ライブラリファイル」を選択します。 

7. 登録されていなければ、 「 C :¥ P 「 og「am Files ¥ CASI 0¥ MBSYS ¥ lib ¥ ARMV 4 l 」 を追加します。 

8. [0 K ] をクリックして、「オプション」画面を閉じます。 


プロジ卫クトの作成手順は«下のとおりです。 


1 .Visual Studio 2008 または Visual Studio 2005 で 、 Visual C ++ の 「 Win 32 スマートデバイスプロジェク 
卜」を作成します。 



プロジェクト《は、「 DeviceApplicationlj として V 、ます。 
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2. 「次へ >」を選がします。 



3. 「選択された SDK (さ)」内にある、デフホルトのプラ外フォームを選がして、「く」をクリックします。 



4. 「インストール巧み SDK ぶ」内にある 「 DT - 5200」を選択した状態でじ」をクリックします。 


Win 32 スマートデバイみブ□でエクトウィザード — DeWceApplica*ioitl 


舌 


ブラウトフ a ■ーム 


冊要 

ブ則わすーム 
アブ * J なーシの定 


巧を めプ□ジ J かじ ちかけ るプお^ 卜 7ホ、ム SDK をな巧しまザ。 

インスト-ル巧み SDK み 3巧なIた SDK の 



回 図 


0 T - 獅 

ホ令を北 ARMV4I 


[ < fT へ ][ 成、> ][ 巧7 ]| キ位だル I 
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5. 「選択された SDK (さ)」に 「DT- 5200」があることを確認し、「次へ >」をクリックします。 


ブラ 5 トフすーム 


冊要 

ブ两わす-ム 
7 で J クーシヨンの!^ち 


巧ちめプ〇ヴ]かじちかけるプ於卜 7 ホーム SDK を紙円しまザ。 


インストール巧み SDK の 

1 

01 がの レレ k 也 1 1 

化ホが PC 2003 

Smaftphorw 3003 

Windows み b お 6 Pmfessional 

1 

1 


回 

回 

囚 

1 


日卜繳〇 

ホ令を ARMV 4 I 


[ < ri ^ 〕[戊へ > ][ *7 ]1 キ份たル I 


6. 「アプリケーシヨンの種類」に「コンソールアプリケーシヨン(か」を選がし、「完了」をクリックします。 
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7. DeviceApplicationl.cpp を開き 、 「#include <commct 「 l.h >」 の次にが下のソースコードを追加しま 

't_o _ 

# include <SystemLib. hi 〉 // カシオシステムライブラリを使用 
#け！ defined し countof) 

#de 干 me _countoT し Array) け izeoT し Array) / sizeof し Array[0])) 

#endif 


8. DeviceApplicationl.cpp 内にある Main 関数にな下のソースコードを追加します。 


DWORD result ： 

TCHAR msg[16 ]： 

// 赤 LED を 0. 5 秒点灯 0. 5 秒消灯を 5 回繰り返す 
result = SysSetLED(LED_RED, 5, 8, 8 )： 


if(result ニニ TRUE) 

{ // 点灯成功点灯色を取得 

result = SysGetLED 〇 : 


switch (result & OxOOOOOOOF) { 
case LED_0FF : 

wcscpy_s ( msg, _countof(msg ) ， 
break ： 

case LED_RED : 

wcscpy_s ( msg ， _countof(msg ) ， 
break ； 

case LED.GREEN ： 

wcscpy_s ( msg ， _countof(msg ) ， 
break ； 

case LED_0RANGE ： 

wcscpy_s ( msg, _countof(msg ) ， 
break ： 
default: 


TEXT("LED_0FF")); 

TEXT("LED_RED")); 

TEXT("LED_GREEN")); 

TEXT("LED_ORANGE")); 


wcscpy_s ( msg, —countof(msg), TEXTCLED_UNKN0WN")) : 
break ； 

} 

MessageBox (NULL, msg, TEXT ("LED"), MB_0K) : 


9. [ビルド] 一 [コンパイル] を選択し、正常にコンパイルできることを確認します。 
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10. [プロジ X クト(巧]一 [ DeviceApplicationI のプロパティ(巧…]を選択します。 

11. [構成プロパティ]一[リンカ]一认力]を選がし、[追加の依存ファイル]に、 「 Sys お mLib.lib 」 と入力し 

て、 [0K] をクリックします。 



12. [ビルド]一[ソリユーシヨンのビルド]を選択し、正常にビルドできることを確認します。 

13. DT-5200 と PC 間にて、 ActiveSync 接続を確立します。 

14. 「夕ーゲットデバイス」に 「 DT- 5200 」を選択します。 


DT -5200 デバイス 


DT -5200 QVGA 1ミュレーち! 
DT - 日の日 VGA I ミュレーり 



15. DT-5200 と PC 間の接続を確立し、「デバッグ ( が 」> 「デバッグ開始 ( さ)」または「デバッグなしで開始 

( げ」を選がします。 

プロジェクトが作成され、 DT-5200 の ¥Program Files¥ くプロジェクト《 > フホルダにコピーされます。 
DT-5200 上で、プログラムが正常に動作することを確認してください。 


97 


































10 .自動復旧 

自動復旧ツール （ Restore . exe ) は、電池消耗等により RAM 上のファイルやレジストリ等が消失してしまつ 
た場合にリセット時に自動的に元の状態に戻すためのツールです。 

作成したアプリケーションをインストールしたあとに、実行することをおすすめします。 


[設定方法] 

アプリケーションインストール完了後、 Windows フホルダ内にある‘‘ Restore . exe " を実行します。 


1. Windows フホルダ内の 「 Restore . exe 」 

を実行 


77ィル ( E ) 編集 拒） 表示 (叫 1 ? 1 1 X 1 

1111 別* 1 恒 1 

x|^| 

iiiH 

のアドレス (D)|¥VVini±iws 

bl 

巧 苗 J 1 驾 

日 


regenum.dll Regi 曰 n_l... repllog.exe 



nnnnb. 日 

一 |1 ► 1 


も 吃 Wind。 …I 曲 …:09 I 庐 I を 


2. 「はいが)」を選が 


7? ィル ( E ) 編集 拒） 表示 (叫 

ZJJiJ 

1111 な 1*1 封 

x|^| 

m，l 

のアドレス (Q)|¥ Windows 


bl 



[Restore.exei Restore.Ink riched20.dll 



わ || 白め制 日--- || ^^@ 川 : 〇9| 庐 I を 



[Restore.exei Restore.Ink riched20.dll 


^ j ~ 日 

mr _ iFTi 

か I ぶ 力 - ドが，」； ^ 曲 ► 17 : 〇 9 1 庐 I を 


4. バックアップが終了すると、1^^下のメッセージを 
表示 

77イル ( E ) 編集拒）表示(叫 ]囚因 

の信 W 圆网罰 IR 

I了 ドレス (Q) 卜 Windows [3 

曲 苗 J I 奪日 



教敦 1%1 


[Restore.exei Restore.Ink riched20.dll 



わ || 白め制日 …|| 占曲…叫庐 I を 


|^上で自動復旧の設定が完了です。 


[設定の確認] 

自動復旧設定ができているか確認する方法を記述します。 

電源ボタン + CLR ボタン+リセットボタンの同時押しで RAM 内容がフルクリアされます。 
フルクリア後、自動的にバックアップデータがリストアされれば、正常に設定ができています。 
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11 .システムの安定化 
11.1 リセット運用 

WindowsCE は、長い間レジューム運用しているとメモリリークを起こしてしまう可能性があります。 
システムに安定して使用していただくために、 ユーザ アプリケーションに一日一回 ユーザ リセットの処 a を 
入れて V 、ただくことを推奨します。 

カシオでは、ユーザアプリケーションにユーザリセット処理を組み込むための API (システムライブラリ)を提 
供しています。 

[使用例] 

ユーザアプリケーションに「業務完了」といったメニューを用意し、そこが選がされた場合は、1度電源 OFF 
したあと、再起動し一通りのリセット立ち上げ処理が終了したら、レジューム OFF します。 

11. 2サービスパック 

カシオでは、機能アップや不具合対応を行うサービスパックをリリースしています。 

システムを安定運用するために、サービスパックの適応をお勸めしています。 

11.3メモゾ 

WindowsCE のメモリは、プログラム動作エリアとデータ記憶エリアに配分されています。 

それぞれのメモリエリアに十分な余裕がないとシステムが動作しなくなる可能性があります。 

メモリの残容量を、十分配慮したアプリケーションを作成されることをお働め致します。 

淳例] 

現象:動作が鈍くなった。 

原因：アプリケーションのログを制限なく貯め続けデータ記憶容量に十分な空きがなくなっていた。 
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12 .参考 


Microsoft 社が提供しているな下のサイトは、 Windows CE .NET デバイス関連の総合サイトです。 

http :// msdn.m に 「 osoft . com/mobility 

上記サイトでは、他の有劾なサイトにリンクしています。 

また、本サイトでは、ソフトウェア，ライブラリに++ / . NET ) に関するマニュアルのダウンロードが可能で 
す。 

•Pocket PC プログラミングガイド 

http :// www . microsoft . com / japan / windowsmobile / pocketpc / techpapers / techguide / default.asp 
このサイトは PocketPC のプログラミングガイドですが、 DT - 5200にも利用可能です。 

参 . NET Compact Framework クイックスタートチユートリアル 

http :// www . gotdotnet . com / japan / quickstart / CompactFramework / 

このサイトは .NET Compact Framework アプリケーションを開発するときに役立つコード例とその説明を 
記載しています。 

•Pocket PC 向け Web アプリケーションの開発ガイド 

http :// www . microsoft . com / japan / windowsmobile / enterprise / whitepapers / ppcwebdev.asp 
このサイトは PocketPC の Web プログラミングガイドですが、 DT - 5200にも利用可能です。 
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13 •テクニカルインフオメーシヨン■オシラインサポートサービス 

DT - 5200 SDK (ソフトウェア開発キット）をご購入いただきますと、テクニカルインフォメーション•オンライン 
サポートサービスを3ヶ月間ご利用できます。このサービスは、開発時における疑問点、、問題点、を WEB 上 
でのお問い合わせ頂き、その問いに迅速に対応し、早期に問題を解決するものです。 

ご利用いただくには、ユーザー登録が必要です。お手数ですが、が下の手順で登録を行ってください。 

1. 下記 URL にアクセスします。 


https :// techinro . casio . jp / support / 


次の画面が表示されます。 


T 咖 meal 

liitarjikatJi 


I onOnlme Support 


二と占で e 占 w : y でのサ ■ ホュ TTUiTb 




I whil'l 4，— 





■ ■■UU—AM 


PT-" 口 ' PT - の口 / DT-VHHEH* / 口 / S 卜 

fBiQHiU f OT-B100 f tn-dfH f OT-WM f OT- 化 0 f 
/吉 i 。卜 1 口/"-。"口/。 T … 


盡 


rOHHO RfK 


r 卜け ‘-■か PnJHr STME * S4i«*l 



P-IVMT 石 lor 


が 斬 ’ 

1 …〜 r 


t+ ュこゥり T 

も ™ ：！ ■ け i I ■ 上で B け ■ げ 1130 511 «-! I 正て STL 

■LTKUIT. 


■■ ロンー I こ £ こ |— 


2. [新規登録]を押します。 

3. 会員規約/個人情報保護方針に同意します。 

4. お客様情報を登録します。 

新規登録を行うには、シリアル番号 (13 析)が必要です。 

肝- ncmESi キット 

DT-SWCxxxx 

うリ U 巧ち 1111111111111 J 

シリアル番号ラベル例 (XXXX は機種《、ライセンスカード/製品 CD に貼付) 
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5. 「会員規約/個人情報保護方針」の同意ボタンを押します。 

お客様情報入力画面に移りますので、が下のサンプルのように入力してください。 

新焼登録 

よち>巧ちごだ九の上， 「 の巧の w 巧^ J ザタン■だブ J ックしてんだをい， 

交巧で7かこわ S 動 ユー ザーにでをりいじします* 

t 印13よ. SIg 目です。 

■由抹 K 品 so-kmmw 

■ン リアル*モ < 白 巧巧 gggg 巧巧巧 g U 半，> 

がご B 入3れた おぶこ 间逊されて L 15 ヴ ポートを巧巧のンリアルホー 0 S お巧ご E 入くださし 


たホを#な K 

■バスコ ■ド I [•♦♦*»»» _]<丰^其なみ一巨文す WF 句) 

I 巧をためだ >- 策二お A くどさい 

[,、■■■■■ 

を„リ_: 

■を让 る S な> 3 H 古化な巧をを: t I 

■を; ±をウ J ガすけ 転す巧吁巧を^年をを；7こ] < を，がなが 

ち 〒151-おけ半々な耳。 

■巧 巧* I* 巧巧 W 

み占区巧 "Tl-6-2 _ _] 

— が*る* .でザ ーh が. . ……一 ■ 

■ご 巧当者 r 巧い。 ~ J; 

■こお 当♦(つ 1J パナ> S .掉与-さロゥ "! {を甘が？]ナ） 

■な •を I- ] 


6. 必要事項を入力したら、[内容の確認へ]ボタンを押します。 

7. 入力した内容に間違いがなければ、[登録する]ボタンを押します。 

折り返し、お客様の ID を明記したメールが届きます。 

その ID と、上記で指定したパスワードでログインし、サポートをお受けください。 
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14 •トラブルシューティング 

Visual Studio .NET 2003と PocketPC 、 WindowsCE . NET デバイスを接続するには大変手間がかかります。 
これはカシオで提供しているデバイスだけでなく 、 Visual Studio にも原因があることが想定されます。接続 
が一度で成功すると、それ«降は問題無く使用できるようになります。問題が発生した場合、«下の操作 
に従ってください。 

8. Visual Studio .NET 2003を起動し、「ツールの」>「オプション(が…」>「デバイスツール」>「デバイ 
ス」を実行し、「デバイスを表示するプラットフナームお)」に 「 WindowsCE 」 を選がします。 

9. Visual Studio .NET 2003の Windows CE U 川 ities の ReadMe ファイルの記述に従い CPU の種類を 
識別します。 DT - 5200では 「 ARMV 4 I 」 を選がします。 

10. ActiveSync で DT -5200 と PC を接続し 、 Visual Studio .NET 2003で Debug を実行します。 

11. Visual Stduio .NET 2003の Windows CE Utilities に付随している ProxyPorts.reg ファイルを実行し 
ます。 

12. WinCE U 川 ities の ReadMe ファイルの記述に従い 、 Visual Studio .NET 2003のセットアップを再度実 
行します。 
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15. DT - 5200をご利用上のを意事項 


DT - 5200では、下記のような注意事項がございます。 

ご利用の前には、下記内容に特にご留意いただき、動作確認等をお願い致します。 

15.1 仕様 


No 

項目 

内容 

回避ホ法 

1 

メモリ 

カード 

DT- 5200 内で使用していた miniSD を PC 

など他の機器でカードの内容を書き換え 
たあと、再度 DT-5200 に挿入するとメモリ 
カードの内容が更新されません。 

miniSD の挿抜は、構造上電池が抜かれている状態 
で行われますので、本体に miniSD の挿抜のイベント 
が発生しません。よってな下のいずれかの方法で回 
避してください。 

.miniSD 挿入後リセットを行う。 

•メモリカード挿入後、ストレージマネージャを使用 
し、ディスクのマウント/アンマウントを行う。 

2 

Active 

Sync 

ActiveSync の「バックアップ/復元」機能は 
利用できません。 

データをバックアップ/リストアする場合には、内蔵の 
「カードバックアップツール」もしくは「自動復旧ツー 
ノレ」を使用してください。 

3 

イメージ 

デコーダ 

二次元コードの読取には、シンボルの印 
刷品質に影響され、読取り出来ない場合 
があります。特に分解能 0.25mm のシン 
ボルの読取は影響を受けやすいのでご 
注意ください。 

次のレ、ずれかのホ法で回避してください。 

.デコード熟考度を Normal 一 Deliberate または 
VeryDeliberate にする。 

•分解能を 0.33mm な上で印刷する。 

4 

ブラウザ 

Internet Explorer を数日間利用している 
と動作が鈍くなったり、起動しなくなったり 
する場合があります。 

ネットサーフィンを繰り返していると、 IE のキャッシュク 
リアボタンでも削除されないキャッシュがたまることが 
あります。そのままずっと繰り返していると IE アプリケ 
ーションを OFF/ON しても画面が立ち上がらなくなる 
場合があります。次のいずれかのホ法で回避してく 
ださい。 

•CasheDelete ツーノレをスタ'ートアップフォルダに入 
れ、一日一回リセットを行う 
•キャッシュフォルダを手動で削除する。 

5 

カメラ 

カメラと 1 rDA 通信は同時に使用すること 
は 

できません。 

カメラと 1 rDA は同時に使用しないでください。 

1 rDA 通信中にカメラのプレビュー表示を開始すると、 
IrDA 通信が中断します。また、カメラのプレビュー表 
示中に 1 rDA 通信(本体間転送など)を行うと、プレビ 
ユ ーの表示が遅くなってし勤、ます。 

6 

カメラ 

絞りを F3.5 にした状態で、 800 lx が上の 
非常に明るい堂光灯(非インバータタイ 
プ)下でプレビューを表示したり写真撮影 
を行ったりすると、全体的に緑や青、赤み 
がかった画像が撮影されることがありま 
す。 

インバータ堂光灯では本現象は発生しま 
せん。 

絞りを F7.0 にして撮影を行ってください。 

7 

システム 

RAM のデータ記憶用メモリの残容量を 
SOOkbyte が下にしないでください。 

RAM のデータ記憶用メモリの残容量が少なくなると 
アプリケーションが起動できなくなったり、システムが 
不安定になったりします。データ記憶用メモリへのフ 
ァイル保存は極力行わないか、または少なくなる前に 
定期的に FlashDisk や miniSD カードなどへ退避さ 
せるようにしてください。 
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項目 

内容 

回避ホ法 

8 

コマンドプロ 

ンプト 

ディスクぶ称を含むフォルダぶ称にスぺ 
ースが含まれていると、 BAT ファイルの起 
動に失敗します 。 "My Documents " フ 

ォルダ下にある BAT ファイルなどがこれに 
相当します。また、 BAT ファイルぶ称自体 
にスペースが含まれていても、同様に起 
動に失敗します。 

な下のレ、ずれかの方法で回避してください。 

• BAT ファイルはスペースを含まないフォルダから起 
動してください。 

• BAT ファイルの《称には、スペースを使用しないで 
ください。 

9 

ェクスプロー 
ラ 

エクスプローラでフォルダを開いたまま、 
繰り返しファイルに書き込みを行うと、メモ 
リリークを発生することがあります。 

ファイルの書き込みを行う際は、同じフォルダをエクス 
プローラで表示しない状態で書き込みを行ってくださ 
い。 

10 

無線 

LAN 

無線 LAN を省電カモードで利用している 
ときに、接続先のアクセスポイントをな下 
のような操作により停止した場合、アクセ 
スポイント復帰後、再接続に時間がかかり 
ます(約2分〜5分)。 

.アクセスポイント電源 OFF 
-アクセスポイントチャンネル設定変更等 

通常の圏外一圏内動作およびローミング動作では、 

本現象は発生しません。 

無線 LAN 設置時/テスト時などのアクセスポイント設 
定変更により、本現象が発生する場合は、な下のい 
ずれかで回避してください。 

•復帰するまで5分程度待つ。 

• OFF 一 ON して再接続させる。 

•省電カモードを OFF して使用する。 

11 

無線 

LAN 

無線 LAN を省電カモードで利用している 
ときに、長時間 （50 時間な上)連続通信 
を行っていると、送受信データが流れなく 
なってしまう場合があります。 

な下の方法で回避してください。 

•長時間連続で通信を行う場合は、省電力なし設定 
にする 

•一日に一回リセットを行う。 

12 

本体間 

コピー 

無線 LAN の設定を[コントロールパネル] 

一[ネットワークとダイアルアップ接網一 
[ PY 21 BG 1] で行ったあとに、本体間コピ 
一にて、親機から子機へコピーした場合 
に、子機に無線 LAN の設定が反映されな 

い。 

親機から子機へ無線 LAN の設定もコピーする場合 
は、[スタート]一[プログラム]一[通信]イネットサー 
チ]にて無線 LAN の設定を行ってください。本作業に 
て、フラッシュディスク内に無線 LAN の設定ファイル 
が作成されます。その後、本体間コピーの[送信項 
目]で[フラッシュディスク]を選択して、本体間コピー 
を行ってください。 
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15.2 制約 



項目 

内容 

回避方法 

1 

ブラウザ 

サイトを表示中に[メニュー]イ画面に合 
わせる]にチュックをしてレ、る場合、 

. ブラウザで画面タップを行レ、スクロール 
バーで画面移動させると、 IE アプリケー 
シヨンが終了してしまう。 

•画面上部が白くなる 
等の問題が出る場合があります。 

再現サイト： 

www . msn . co . jp / www . msn.com 

WEB 表示中に問題が発生した場合にはメニューの画 
面に合わせる設定を外してください。 

デフオルトでは、[画面に合わせる]の設定は外してあ 
ります。 

弊社では、左記「再現サイト」のみ確認しております。 

2 

カメラ 

画面解像度を VGA 状態で、無線 LAN の 
電源を入れ、カメラの写真撮影を行うと、 
撮影に失敗する場合があります。 

撮影に失敗した場合は多少時間を置いてもう一度撮 
影してください。 

また、撮影サイズを VGA が下の小さな画像にすると失 
敗する確率が低くなります。 

3 

SHELL 

タスクバーの設定で、自動的に隠す設定 
しても画面下をタップして一度手動で表 
示させると自動で隠れなくなります。 

再度、設定の"タスクバーとスタートメニュー"をタップ 
することで回避してください。 

4 

無線 LAN 

ネットサーチツールを使用して無線 LAN 
設定を行うときに、リセットを行っても、無 
線 LAN 設定の内容が反映されない場合 
があります。 

まれに一回のリセットで設定内容が反映されないこと 
があります。 

その場合は、再度リセットを行ってください。 

5 

無線 LAN 

短い間隔で下記の動作を繰り返すと、無 
線 LAN が有効にならず、トレイアイコンに 
表示されなレにとがあります。 

1. 無線 LAN が on 中にサスペンド/レジュ 
ームを繰り返す 

2. 無線 LAN が on 中にコントロールパネ 
ルの「ネットワークとダイアルアップ接続」 
において「有劾」「無劾」を繰り返す 

3. 無線 LAN の on / off を繰り返す 

運用上、な下の注意をお願いします。 

-左記1，2, 3を10秒な下の短い間隔で行わないで 
ください(レジューム後、電源キーによるサスペンドは 
デフオルトで10秒間できないようになっております)。 

無線 LAN が有劾にならない場合、な下の対応をお願 
いします。 

•サスペンド/レジュームを行ってください。 
•サスペンド/レジュ^ームで復帰しない場合、リセットを 
行ってください。 
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カシナ計算機お問い合わせ窓口 


ソフトウ X ア開発に関するお問い合わせ 

•テクニカルインフオメ ーシヨン ■ オンラインサポートサービス（有償) 

https://techinro.casio.jp/support/ 

製品に関する最新情報 

•製品サポートサイト（カシオペア■ハンディターミナル） 
http://casio.jp/support/pa/ 


製品の取扱い方法のお問い合わせ 
•情報機器コールセンター 

gag 0570-022066 

おが?よ 市内通話料金でご利用いただけます。 
携帯電話 iPHS 等をご利用の場合、 048-233-7241 



カシオ計算機株式会社 



干 151-8543 東京都渋谷区本町 1-6-2 



TEL 03-5334-4638 (代） 
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